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午前１０時００分 開議

○岡田議長 これより本日の会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

本 日の 会議に 説明 の ため出 席を 求め た者の 職氏 名は、 配付 して

おります報告書のとおり御了承願います。

な お、 本日の 議事 日 程は、 配付 して おりま す日 程書の とお り行

いたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～

第１ 市政一般に対する質問

○岡 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

本 日は 、昨日 に引 き 続き、 会派 によ る代表 質問 を行っ てい ただ

きます。

自由創政、戸田議員。

○戸 田議 員（登 壇） 皆さん 、お はよ うござ いま す。会 派自 由創

政の 戸田 隆次で ござ い ます。 本定 例会 に当た りま して、 会派 を代

表い たし まして 質問 を してま いり ます 。明快 なる 答弁を よろ しく

お願いいたします。

まず初めに、市長の政治姿勢について伺います。

第２ 次 米子 市ま ち づく りビ ジ ョンに お いて 、米 子 市は交 通 の要

衝と して の地の 利と 豊 かな自 然が 調和 した２ １世 紀にさ ん然 と輝

く地 方都 市を目 指し て まちづ くり に挑 戦し、 豊か さを多 くの 人々

に実 感し ていた だき 、 住んで 楽し いと 思える 米子 のまち をつ くり

ます とあ ります 。伊 木 市政３ 期目 の本 格的予 算に ついて 対応 され



ると こで ござい ます が 、今後 の市 政運 営の考 え方 につい て伺 いま

す。

次 に、 交通基 盤の 充 実と歩 いて 楽し いまち づく りにつ いて 伺い

ます。

高速 交 通網 の整 備 を推 進し 、 産業の 発 展を 目指 す ととも に 、地

域公 共交 通の利 便性 の 向上を 図り 、社 会の高 齢化 に対応 しつ つ、

持続 可能 でまち 歩き が 楽しく なる よう な施策 を進 めると して あり

ます 。歩 いて楽 しい ま ち米子 への チャ レンジ が待 望され ると ころ

でありますが、その具現策、方向性について伺います。

次に、市民が主役・共生のまちづくりについて伺います。

まち づ くり の主 役 であ りま す 市民の 様 々な 地域 活 動や挑 戦 を支

援し 、関 係機関 との 連 携によ って 地域 の福祉 向上 を図り 、多 様な

人々 が活 躍でき る共 生 社会を つく りま すとあ りま す。共 生の まち

米子 への チャレ ンジ と ありま すが 、そ の具現 策に ついて 伺い ます。

次に、教育・子育てのまちづくりについて伺います。

次代 を 担う 子ど も たち の教 育 こそ最 も 重要 な施 策 である と 認識

し、 学校 や地域 、家 庭 を通じ て行 われ る教育 施設 の充実 を図 りま

す。 心豊 かに伸 び伸 び 育つま ち米 子へ のチャ レン ジとあ りま す。

その具現策について伺います。

次に、地産外商のまちづくりについて伺います。

地産 外 商や 生産 性 向上 施策 な どによ っ て地 元企 業 の発展 を 支援

し、 それ をもっ て必 要 となる 賃上 げの 原資を つく り、地 域の 経済

基盤 強化 を図り ます 。 また、 新し い時 代の経 済に 対応で きる 人材

の育 成に 力を入 れま す とあり ます 。人 材育成 の方 向性に つい て伺

います。



次に、歴史と文化に根差したまちづくりについて伺います。

地域 の 歴史 を大 切 にし 、文 化 財や歴 史 遺産 を保 護 すると と もに、

その 価値 を適切 に人 々 に知ら しめ 、ま た後世 に伝 える努 力を しま

す。 さら に、芸 術活 動 を支援 し、 私た ちの生 活に 潤いと 楽し みを

つくりますとあります。主な方向性について伺います。

次に、スポーツ健康まちづくりについて伺います。

豊か な 自然 と共 存 した 米子 の まちの 特 徴を 生か し 、誰も が スポ

ーツ を楽 しめる 環境 を 整え、 健康 増進 につな げる ととも に、 フレ

イル 対策 を推進 し、 健 康寿命 の延 伸を 目指す とあ ります 。米 子ア

リーナ等の建設状況等について伺います。

次に、災害に強いまちづくりについて伺います。

地元 の 防災 活動 を 支援 し、 災 害から 逃 げ遅 れゼ ロ を目指 す とと

もに 、避 難所の 充実 を 図り、 災害 に強 いまち をつ くりま すと のこ

とで あり ます。 避難 所 の充実 につ いて どのよ うに 図って いく か、

見解 を伺 います 。ま た 、防災 ・減 災の 観点か らの 対応策 につ いて、

併せて見解を伺います。

次に、よなごっこ未来計画について伺います。

よな ご っこ 未来 計 画に つい て は、９ つ の柱 で構 成 されて お りま

す。 子ど もたち が安 心 して過 ごせ る場 所をも っと 増やす 、地 域み

んな で子 どもた ちの 成 長を支 える 活動 を進め ます 。年齢 に関 係な

く全 てに 通じた 取組 、 子ども を産 み育 てやす い環 境をつ くり ます。

いろ いろ な状況 にあ る 子ども や若 い人 たちと その 家族を 支え る等

が主 なも のであ りま す が、計 画策 定か ら１年 が経 過して おり まし

て、その分析評価について伺います。

次に、よなごっこ未来計画の進め方について伺います。



よな ご っこ 未来 計 画の 進め 方 につい て は、 子ど も や若者 、 みん

なが 主役 であり 、た く さんの 地域 の大 人やボ ラン ティア 、会 社の

事業 所の 人たち によ っ て支え られ るこ とが必 須で あると 考え ます。

本計画については、広く深く浸透化が図られているか伺います。

次 に、 米子空 港に お ける国 内定 期路 線の充 実に ついて 伺い ます。

米子 空 港に おけ る 国内 定期 路 線の充 実 につ いて は 、新規 路 線の

実現 等に よる航 空路 線 の拡充 につ いて 、多く の市 民から の要 望を

仄聞 いた します 。国 ・ 県に対 し積 極的 な政策 を講 じられ るべ きで

ありますが、見解を伺います。

次に、新幹線の整備推進について伺います。

新幹 線 の整 備推 進 につ いて は 、中国 横 断新 幹線 （ 伯備新 幹 線）

及び 山陰 新幹線 の基 本 計画路 線か ら整 備計画 路線 への格 上げ に向

けて 、フ ル規格 新幹 線 の整備 に向 けた 段階的 な整 備の手 法も 研究

する など 、国に 対し 積 極的に 要望 され たいと 考え ます。 また 、新

幹線 整備 推進に 当た り まして は、 整備 事業費 の地 元負担 金の 在り

方の 見直 し及び 並行 在 来線を 経営 分離 しない ため に必要 な措 置の

検討 並び に新幹 線整 備 予算枠 の拡 大に ついて 併せ て働き かけ るべ

きであります。見解を伺います。

次に、防災庁機能の誘致について伺います。

防災 庁 機能 の誘 致 につ いて は 、米子 市 を中 心と し た鳥取 県 西部

地域 は南 海トラ フ地 震 や津波 リス クが 相対的 に低 く、中 国地 方で

初と なる 特定利 用港 湾 及び国 際機 能を 有する 米子 鬼太郎 空港 もあ

るこ とに 加え、 航空 ・ 陸上自 衛隊 拠点 の存在 によ り、運 用面 にお

いて も万 全な体 制が 備 えられ てい ると ころで あり ます。 また 、鳥

取大 学医 学部附 属病 院 、災害 拠点 病院 機能を 中心 とした 医療 イン



フラ が充 実して いる こ となど から 、国 が令和 ８年 度中に 設置 を目

指す 防災 機能に つい て 、本市 を中 心と した鳥 取県 西部地 域へ 誘致

すべ く、 国に対 し強 く 要望さ れた いと ころで あり ます。 見解 を伺

います。

次に、部活動の地域展開における財政支援について伺います。

部活 動 地域 展開 に おけ る財 政 支援に つ いて は、 部 活指導 員 の人

材確 保、 受皿と なる 新 規クラ ブの 立ち 上げ等 の体 制づく りに 係る

必要 な財 政措置 の拡 充 を、国 ・県 に対 し強く 要望 された いと ころ

でございます。見解を伺います。

次 に、 県営東 山水 泳 場と皆 生市 民プ ールの 統廃 合によ る新 水泳

場の整備について伺います。

県営 東 山水 泳場 と 皆生 市民 プ ールの 統 廃合 によ る 新水泳 場 の整

備に つい ては、 築４ ０ 年以上 が経 過し 、老朽 化が 進む県 営東 山水

泳場 につ いて適 切な 競 技環境 確保 に向 け、皆 生市 民プー ルと の統

廃合 によ る新水 泳場 を 建設す べき であ ると考 えま す。県 との 協議

を加速すべきでありますが、見解を伺います。

次に、上下水道の耐震化の促進について伺います。

上水 道 の耐 震化 の 促進 につ い ては、 上 水道 の急 所 施設（ 水 源地、

配水 池、 基幹管 路、 汚 水処理 場等 ）や 防災上 重要 な施設 （避 難所、

防災 拠点 、病院 等） に 接続す る上 下水 道管路 等に ついて 、一 体的

な耐 震化 策を加 速さ れ 、必要 な支 援を 得るべ く、 国・県 に対 し強

く働きかけられたいと考えます。見解を伺います。

次 に、 米子－ 境港 間 を結ぶ 高規 格幹 線道路 の早 期事業 化に つい

て伺います。

米子 － 境港 間を 結 ぶ高 規格 幹 線道路 の 早期 事業 化 につい て は、



日本 海側 の国際 交流 拠 点とし て進 化を 遂げつ つあ る米子 地域 が災

害に 強く 、安全 ・安 心 な活力 ある 社会 へさら なる 発展を し地 方創

生を 推進 してい くた め には、 その 基軸 となる 中国 横断自 動車 道の

全面 開通 は必要 不可 欠 であり ます 。早 期事業 化に 向けて 、計 画段

階評 価の 手続を 着実 に 進める よう 、国 に対し 強く 働きか けら れた

いと考えます。見解を伺います。

次に、地方創生を軸とした人口対策の推進について伺います。

地方 創 生を 軸と し た人 口対 策 の推進 に つい ては 、 ２０２ ３ 年が

合計 特殊 出生率 が 1.２ ０ と 過 去 最 低 を 記 録 し 、 少 子 化 へ の歯 止め

が全 くか かって いな い ところ であ りま す。こ のま までは ２１ ００

年に は現 在の人 口が 約 半減す ると 言わ れてお ると ころで ござ いま

すが 、あ らゆる 経済 社 会シス テム が維 持でき なく なると 想定 され

ると ころ でござ いま す 。そん な中 、地 方創生 は人 口減少 対策 に直

接つ なが る極め て重 要 な施策 であ りま す。本 市の 人口対 策の 現状

と課題について伺います。

次に、社会インフラの整備について伺います。

道路 、 港湾 、上 下 水道 、消 防 等の整 備 は私 たち の 生活の 質 を向

上さ せる 要素と なり ま す。社 会イ ンフ ラの整 備を 進め、 災害 リス

クの 低減 等を通 じて 、 住民の 安全 確保 に努め る必 要があ りま す。

そこ で、 ①都市 計画 道 路整備 の現 状と 課題に つい て、② 橋梁 の点

検、 整備 、補修 の現 状 と課題 につ いて 、③大 雨に よる浸 水被 害の

軽減、解消対策の現状と課題について、それぞれで伺います。

次 に、 都市計 画道 路 米子駅 車尾 線の 早期事 業着 手につ いて 伺い

ます。

昭和 ８ 年に 都市 計 画決 定さ れ た米子 駅 車尾 線は 、 本市に と って



交通 渋滞 の解消 、中 心 市街地 の活 性化 等多く の相 乗効果 が見 込ま

れる とこ ろでご ざい ま す。都 市計 画道 路であ りま すが、 鳥取 県等

の協 議を さらに 進め ら れ、事 業着 手に ついて 早期 に図ら れた いと

考えます。見解を伺います。

次に、柔らかい区画整理について伺います。

柔ら か い区 画整 理 の実 施に よ り、狭 隘 道路 解消 、 空き家 解 消、

木造 住宅 密集地 域に お ける防 災対 策等 に大き な期 待が想 定さ れる

とこ でご ざいま す。 国 土交通 省の 施策 に呼応 し、 本市に おい ても

地域 の選 定を行 い、 同 事業の 推進 を図 られた いと 考えま す。 見解

を伺います。

次に、史跡米子城跡整備基本計画について伺います。

史跡 米 子城 跡整 備 基本 計画 に ついて は 、平 成３ １ 年３月 の 策定

以降 、い よいよ 令和 ８ 年秋に は三 の丸 広場が 完成 するな ど、 適切

に進 捗管 理が図 られ て きたと ころ であ ります 。米 子城跡 につ いて

は、 本市 の新た な観 光 地とし てさ らな る史跡 公園 の整備 にと どま

らず 、飲 食、土 産な ど の観光 消費 やナ イトタ イム エコノ ミー など、

マネ タイ ズに資 する 整 備を伴 うべ きと 考えま す。 商工会 議所 や周

辺事 業者 などと 連携 を 図りな がら 、稼 げる観 光地 として の整 備を

目指されたいと考えます。見解を伺います。

次に、かわまち整備について伺います。

かわ ま ち整 備に つ いて は、 現 在まで 順 調に 整備 が 進み、 国 ・県

の担 当エ リアに 続き 、 本市の 担当 部分 につい て順 調に進 捗が 図ら

れて いる ところ であ り ますが 、民 有地 部分の 整備 につい ては いま

だ白 紙の 状態で あり ま す。整 備箇 所は 、米子 城跡 、城下 町観 光エ

リア と近 い立地 であ り 、まち なか 観光 案内所 とも 連携し た市 内観



光に 資す る整備 が望 ま れるこ とか ら、 民有地 部分 の整備 につ いて

は、 事業 者任せ にせ ず 、これ ら隣 接エ リアと 連携 した整 備と なる

よう 目指 された いと 考 えます 。ま たウ オーカ ブル 推進の 観点 から、

新た な遊 歩道を 整備 す るなど 、湊 山公 園親水 護岸 とのア クセ ス向

上を図られたいと考えます。見解を伺います。

次に、城下町エリアの回遊性向上について伺います。

近年 、 米子 城下 町 エリ アを 訪 れる観 光 客が 増加 の 傾向に あ り、

町家 を生 かした 複数 の ゲスト ハウ ス新 規整備 計画 が仄聞 され るな

ど、 米子 城下町 の魅 力 発信に 大い に期 待が集 まっ ている とこ ろで

あり ます 。しか しな が ら、観 光拠 点で あるま ちな か観光 案内 所か

ら国 の重 要文化 財後 藤 家住宅 、だ んだ んバス 停留 所に向 かう 際に

加茂 川を 渡る京 橋に つ いて、 かね てか ら車と 人と の接触 を懸 念す

る声 が上 がって おり ま す。早 期の 解消 が望ま れて いると ころ であ

りま す。 危険を 回避 す る加茂 川緑 地と 対岸の 加茂 川広場 を結 ぶ歩

行者 専用 につい ては 、 長年地 元か らの 要望も あり 、ウオ ーカ ブル

推進 や歩 いて楽 しい ま ちに資 する 整備 と考え るこ とから 、早 急の

設置、検討を図られたいと考えます。見解を伺います。

次 に、 部活動 の地 域 移行に 伴う 地域 クラブ の負 担軽減 につ いて

伺います。

学校 部 活動 の地 域 移行 が進 め られる 中 、地 域ク ラ ブが市 内 公共

施設 を活 用して 活動 を 行う際 、夜 間練 習など にお ける照 明使 用料

など の経 費が運 営上 の 大きな 負担 とな ってお りま す。子 ども たち

の健 全育 成と地 域に お けるス ポー ツ・ 文化活 動の 定着を 図る ため

にも 、地 域クラ ブの 照 明使用 料等 につ いて負 担軽 減の施 策を 検討

されたいと考えます。見解を伺います。



次に、ごみ袋価格の見直しについて伺います。

本市 に おけ るご み 袋の 価格 は １リッ ト ル当 たり の 単価で 比 較す

ると 、県 内で最 も高 い 水準で あり ます 。ごみ 袋の 有料化 が導 入さ

れた 平成 １９年 度の 各 基金は 枯渇 寸前 であり まし たが、 有料 化は

妥当 であ ったと 考え ま す。し かし なが ら、伊 木市 長体制 の下 、近

年は 健全 な財政 運営 に より、 令和 ６年 度末に は財 政調整 基金 が約

２８ 億円 、基金 全体 で は約１ ２２ 億円 が積み 立て ている 現状 下で

あり ます 。一方 で、 物 価高騰 等が 続き 市民生 活に 大きな 負担 が生

じて おる という とこ ろ でござ いま す。 全国で は４ 割の自 治体 がご

み無 償化 とされ てお り 、ごみ 排出 量の 抑制、 環境 施策と の整 合性

につ いて 考慮す る必 要 があり ます が、 市民負 担軽 減の観 点か ら適

正価 格水 準への 移行 に ついて 検討 され たいと 考え ます。 見解 を伺

います。

次に、学校体育館エアコン設置について伺います。

近年 は 記録 的な 猛 暑の 更新 が 続き、 児 童生 徒、 教 職員の 健 康と

安全 が深 刻に脅 かさ れ る状況 下で あり ます。 また 、体育 館は 、地

域防 災に 係る避 難所 と して大 きな 使命 を帯び てい るとこ ろで ござ

いま す。 本市は 、新 た な学校 にお ける 体育館 には エアコ ンを 設置

する 方針 であり ます が 、その 他の 学校 につい ては 設置し ない よう

な状 況下 でござ いま す 。国の 国土 強靱 化にお ける ５か年 加速 化対

策で は、 学校等 の避 難 所機能 強化 を重 点目標 とし ておる とこ ろで

ござ いま す。そ れら の 施策に 呼応 し、 全小中 学校 体育館 等の エア

コンを設置されるよう要望したいと考えます。見解を伺います。

次に、道の駅について伺います。

道の 駅 につ いて は 、県 内で １ ７か所 が 整備 され て るとこ ろ であ



りま す。 米子－ 境港 間 の高速 道路 は整 備され た場 合、米 子市 の素

通り 感が 否めな い状 況 下でご ざい ます 。観光 客の 誘導、 イン バウ

ンド 対策 、第一 次産 業 の活性 化、 雇用 の創出 、市 政の発 展の 観点

から 、道 の駅整 備の 促 進を図 られ たい と考え ます 。米子 －境 港間

の高 速道 路整備 に係 る 地域振 興策 とし て整備 する とのこ とで あり

ます が、 道の駅 整備 実 施計画 等を 早急 に策定 され 、候補 地の 選定

に着手すべきであると考えますが、見解を伺います。

次に、新たな工業団地の整備について伺います。

米子 イ ンタ ー周 辺 工業 団地 み のりパ ー クも 完売 さ れ、工 業 団地

の残 地も 僅かと 考え ま す。地 場産 業の 活性化 、雇 用の創 出、 若者

の定 住化 、都市 間競 争 に打ち 勝つ 等の 観点か ら、 新たな 工業 団地

の整 備確 保が必 要、 急 務と考 えら れま す。整 備促 進を図 られ たい

と考 えま すが、 また 若 者定住 化は 急務 である と思 います 。見 解を

伺います。

次に、中海架橋の整備について伺います。

中海 架 橋は 渋滞 緩 和、 物流 、 人流の 円 滑化 、産 業 、観光 振 興に

大き く寄 与する もの と 期待し てい ると こでご ざい ます。 事業 化に

当た りま して、 中海 架 橋建設 連絡 協議 会の早 期開 催が必 須で ある

と考 えま す。早 急に 島 根県と の調 整を 図り、 同協 議会に つい て円

滑的 に開 催され 、事 業 の推進 を図 るべ きと考 えま す。見 解を 伺い

ます。

次に、空き家対策について伺います。

特定 空 家に つい て は１ ２０ 万 円の補 助 があ ると こ ろでご ざ いま

すが 、特 定空家 にな る 前の空 き家 につ いては 、準 防火地 域の 対象

物に しか ４０万 円の 補 助がな いと ころ でござ いま す。準 防火 地域



空き 家で あれ、 郊外 の 空き家 であ れ、 空き家 に変 わりな いと 思料

して おる ところ でご ざ います が、 空き 家除却 促進 の観点 から 、補

助制度の拡充を図られたいと考えます。見解を伺います。

次に、尾高城跡について伺います。

尾高 城 跡に つい て は、 国の 史 跡に指 定 され たと こ ろでご ざ いま

すが 、同 城跡の 管理 に ついて は、 私有 地を公 有化 された とこ ろで

ござ いま すが、 その 後 の事務 につ いて は停滞 感が 否めな いと 考え

てお ると こでご ざい ま す。今 後、 同城 跡に係 る保 存活用 計画 を策

定さ れ、 円滑的 管理 保 存体制 につ いて 加速さ れた いと考 えま す。

見解を伺います。

次 に、 こたか 保育 園 ・あが た保 育園 の統廃 合に ついて 伺い ます。

大高 地 区に つい て は団 地化 が 急速に 進 んで いる 状 況下で ご ざい

ます 。保 育ニー ズが 求 められ てい ると ころで あり 、また こた か保

育園 、あ がた保 育園 と もに施 設の 老朽 化が著 しい ところ でご ざい

ます 。保 小一貫 教育 を 視野に した 実施 計画を 早急 に策定 され 、そ

の事 務の 推進化 を図 ら れたい と考 えて おりま す。 見解を 伺い ます。

次に、淀江ゆめ温泉について伺います。

淀江 ゆ め温 泉に つ いて は、 レ ジオネ ラ 菌が 発生 し 休館し た 経緯

がご ざい ます。 利用 者 の方に 安心 で安 全に利 用し ていた だく こと

が最 優先 でござ いま す 。民間 のノ ウハ ウ、英 知を 結集し 、同 温泉

の円 滑的 管理運 営の 観 点から 、同 施設 を完全 民営 化すべ きと 考え

ます 。公 が温泉 施設 を 保有す るこ とは 望まし くな いと考 えて おり

ます 。同 施設の 完全 民 営化に つい て加 速すべ きで あると 考え ます。

見解を伺います。

次に、下水道の管路について伺います。



埼玉 県 八潮 市で 発 生し た下 水 道管路 陥 没事 故を 受 け、本 市 にお

いて も下水 道管路を 調査 された ところで ありま す。 緊急度Ⅰ 、 0.

３ ９ キ ロ メ ー ト ル 、 緊 急 度 Ⅱ 、 1.６ ９ キ ロ メ ー ト ル と の こ と で あ

り ま した 。緊急 度Ⅰ に ついて は、 令和 ７年度 補正 予算対 応さ れた

とこ ろで 実施さ れま す が、緊 急度 Ⅱに ついて は約 ３０億 円要 し、

５か 年計 画で対 応す る とのこ とで あり ます。 その 対応に つい ては、

スト ック マネジ メン ト 等で調 整を され てござ いま すが、 修繕 実施

計画 を策 定され 、国 の 基盤強 化施 策を 活用し 、対 応すべ きで ある

と考えますが、見解を伺います。

次に、米子駅南側エリアのにぎわい創出について伺います。

米子 駅 南側 につ い ては 規制 緩 和措置 さ れ、 また め ぐみ通 り も整

備さ れた ところ であ り ます。 しか しな がら、 にぎ わい創 出に は至

って ない 感が否 めな い と思料 して おる とこで ござ います 。核 とな

る施 設の 誘導が 求め ら れると 思考 され ますが 、Ｊ Ｒの跡 地利 用計

画に つい て仄聞 する が 、その 後の 動向 につい て伺 います 。ま た、

にぎ わい 創出に つい て 、仕掛 けづ くり が求め られ ますが 、そ の対

応方針について伺っておきたいと思います。

次に、鳥大との連携について伺います。

鳥取 大 学医 学部 に つい ては 、 附属病 院 等の 建て 替 え構想 の 具現

化が 図ら れよう とし て るとこ ろで ござ います 。鳥 大医学 部は 本市

の宝 であ り、ラ ンド マ ーク的 存在 であ ります 。本 市とし ても 多角

的に 検討 され、 支援 の 拡充を 図る べき と考え ます が、見 解を 伺い

ます。

次 に、 ファミ リー ・ サポー ト・ セン ター事 業に ついて 伺い ます。

ファ ミ リー ・サ ポ ート ・セ ン ター事 業 につ いて は 、児童 の 預か



り等 の援助 を受ける 事業 を主と しており ますが 、令 和７年度 約 5,

０ ０ ０ 件 見 込 ん で い た が 、 そ の 実 態 に ついて 伺い ます。 本事 業に

つい ては 、援助 会員 の 確保が 必須 であ ります 。ど のよう に確 保に

つい て改 善され たか 、 またど のよ うな 方策を 講じ られて きた のか

伺っ てお きたい と思 い ます。 また 、同 制度に おい て、市 民の 認知

度が 薄い 感が否 めま せ ん。市 民へ の周 知方法 につ いて浸 透化 を図

るべきであります。見解を伺います。

次に、人材確保について伺います。

市長 は 年頭 の挨 拶 で、 ある 程 度ハー ド 面は 整備 し てきた と 考え

てお りま す。今 後は ソ フト面 に注 力し ていき たい とされ まし た。

人口 減少 が顕著 の中 、 本市に おい ては 、地域 社会 の担い 手の 減少、

地域 経済 の縮小 がク ロ ーズア ップ され ておる とこ ろでご ざい ます。

それ らを 打破す べく 、 人材の 育成 確保 に向け てど のよう な施 策を

講じられていかれるのか、見解を伺います。

次に、移住定住の促進化について伺います。

人 口減 少が進 行し て いる現 状下 、本 市の人 口減 につい て着 手し

てい かな ければ なら な いとこ ろで あり ます。 人口 減少対 策に つい

ては 、移 住定住 が一 つ の方策 と考 えて おりま す。 人口減 少対 策、

地域 経済 の縮小 を打 破 すべく 、地 域定 住対策 を講 ずべき と考 えま

すが、見解を伺います。

次に、加茂川沿いの保存活用プロジェクトについて伺います。

本 市は 山陰の 商都 と して栄 えて きた ところ でご ざいま す。 加茂

川沿 いに は江戸 末期 の 歴史的 建物 、町 家が多 数残 ってお りま す。

それ らを 観光資 源と し て令和 ８年 度中 に完成 する かわま ち事 業と

一体 化し た観光 名所 に つくり 上げ てい く必要 があ ると考 えま す。



米子 駅、 彫刻ロ ード 、 米子城 跡、 湊山 公園、 かわ まち、 加茂 川周

辺の 周遊 ルート を磨 き 上げる こと が必 須であ ると 考えま す。 見解

を伺います。

次に、山陰歴史館について伺います。

山 陰歴 史館に つい て は老朽 化が 否め ないと ころ でござ いま す。

今後 の計 画概要 、ス ケ ジュー ル等 につ いて伺 いま す。同 計画 につ

いて は、 令和９ 年度 中 に改修 工事 され るとの こと であり ます が、

その 間の 同施設 の維 持 管理に つい て伺 います 。本 市の歴 史文 化資

源の 活用 は、心 豊か に 暮らせ るま ちづ くりに 寄与 するも のと 思考

しと ると ころで ござ い ます。 同館 の適 切な維 持管 理に努 めら れた

いと考えます。見解を伺います。

次に、がん検診の向上について伺います。

が ん検 診の受 診率 に ついて は、 近年 ２０％ 台で 推移し てお りま

すが 、受 診率の 現状 に ついて 伺い ます 。市民 の健 康保持 の観 点か

ら、 がん 検診の 受診 率 向上は 必要 不可 欠でご ざい ます。 早急 に多

種多 様な 施策を 講じ ら れ、受 診率 の向 上に努 めら れるべ きと 考え

ます 。ま た、市 民啓 発 の現状 分析 につ いて伺 って おきた いと 思い

ます。

次 に、 地域包 括支 援 センタ ー及 びえ しこに の運 営状況 につ いて

伺います。

近年 は 、働 き方 の 多種 多様 化 、単身 世 帯の 増加 、 インタ ー ネッ

トの 普及 等によ り社 会 構造変 化が 著し いとこ ろで ござい ます 。え

しこ にを 核とし て、 重 層的な 支援 はさ れてお られ ますが 、さ らな

る機 能強 化が求 めら れ ると考 えて おり ます。 えし こに、 また 、地

域包括支援センターの今後の方向性について伺います。



次に、男女共同参画について伺います。

男女 共 同参 画に つ いて 、本 市 として も 様々 な施 策 を講じ て いる

とこ ろで ござい ます が 、生活 様式 の多 種多様 化、 社会構 造の 変化

等に より 、男女 共同 参 画に係 る取 り巻 く環境 は目 まぐる しく 変化

して おる と考え ます 。 今後、 男女 共同 参画に 資す る方向 性に つい

て伺います。

次 に、 鳥取県 西部 広 域行政 管理 組合 が、建 設計 画中の 廃棄 物処

理施設の候補地の経過について伺います。

鳥 取県 西部広 域行 政 管理組 合が 建設 計画中 であ ります 廃棄 物処

理施 設候 補地の 地元 合 意形成 の経 過に ついて 伺っ ておき たい と思

いま す。 同施設 につ い ては、 住民 生活 におい て必 要不可 欠な 施設

であ りま す。本 市と し ても多 角的 な支 援を行 うべ きと考 えま す。

見解を伺います。

次に、かわまち事業について伺います。

かわ ま ち事 業に つ いて は、 事 業につ い てあ る程 度 進捗さ れ てい

ます が、 今後の スケ ジ ュール 感に つい て伺い ます 。また 、同 用地

に民 有地 があり ます が 、民有 地の 有効 活用を 図る べきと 考え ます。

所有 者と 意見調 整は さ れてい るが 、そ れらの 交渉 計画に つい て伺

っておきたいと思います。

次に、子どもの居場所拡充について伺います。

近年 は 、共 働き 家 庭が 急増 し ており 、 放課 後、 子 どもが 安 心し

て過 ごせ る場所 が少 な いとい う意 見を 多数仄 聞し ます。 それ らに

つい てど のよう に分 析 評価さ れて いる か、見 解を 伺いま す。 また、

各公 民館 におい て、 子 どもの 居場 所を 確保す るこ とを検 討、 拡充

すべきではないかと考えております。見解を伺います。



次に、米子市消防団員の確保について伺います。

近年 は 地震 、台 風 、自 然災 害 が多数 発 生し てい る 状況下 で ござ

いま す。 そうし た中 、 自助、 公助 、共 助の観 点か ら、米 子市 消防

団の 役割 は最重 要で ご ざいま す。 昨今 は、米 子市 消防団 員も 高齢

化し 、団 員数も 減少 傾 向と仄 聞い たし ます。 米子 市消防 団員 の確

保に向けどのような施策を講じておられるか、見解を伺います。

次に、廃棄物の分別排出徹底について伺います。

本市 に おい ては 、 ４Ｒ 活動 を 展開し 、 廃棄 物の 減 量化に 取 り組

んで いる のは理 解で き るとこ ろで ござ います 。反 面、分 別排 出に

つい ては 、市民 への 啓 発が薄 いと 感じ ておる とこ でござ いま す。

西部 広域 のリサ イク ル プラザ にお いて は、処 理ラ インの 火災 が頻

繁に 発生 してお り、 そ の対策 につ いて 、消火 設備 の充実 を図 った

との こと でござ いま す 。分別 排出 の徹 底につ いて 、住民 啓発 を強

化すべきと考えます。見解を伺います。

次に、中海・宍道湖・大山圏域の取組について伺います。

中海 ・ 宍道 湖・ 大 山圏 域に つ いては 多 種的 に取 り 組んで い ると

推察 して るとこ ろで ご ざいま すが 、国 の地方 創生 2.０ を 踏 ま え 、

今 後 事 業 展 開 が 求 め ら れ ると 考え ます 。安心 して 働き、 暮ら せる

地方 の生 活環境 の創 生 、付加 価値 創出 型の新 しい 地方経 済の 創生、

ＤＸ 、Ｇ Ｘの面 的展 開 を推進 して いく べきで あり ます。 今後 の具

現化策等について伺っておきたいと思います。

次に、どんぐり村について伺います。

どん ぐ り村 につ い ては 、施 設 の老朽 化 が否 めま せ ん。指 定 管理

者も 見込 めない 状況 下 と伺っ てお りま す。公 が施 設を所 有す べき

では ない と思考 しま す が、民 間へ 売却 される 等の 考え方 があ りま



すが 、そ れらに 係る 事 務を推 進す べき と考え ます 。また 、地 元と

の交渉経過についても伺っておきたいと思います。

次に、身寄りのない高齢者の支援について伺います。

昨今 、 高齢 化や 単 身化 など を 背景に 、 病院 や施 設 に入る 際 の保

証人 や金 銭、財 産管 理 、葬祭 や遺 品整 理など 、こ れまで 家族 や親

族が 担っ てきた 役割 を 果たす 人が いな い高齢 者、 いわゆ る身 寄り

がな い高 齢者が 増加 し ている と推 察し ており ます 。本市 にお いて

も、これらに係る現状分析について伺っておきたいと思います。

次 に、 国家公 務員 兼 業緩和 によ る本 市職員 の兼 業につ いて 伺い

ます。

２０ ２ ６年 ４月 か ら国 家公 務 員の兼 業 、い わゆ る 副業が 大 幅に

緩和 され るとこ ろで ご ざいま すが 、今 後、趣 味や 技術を 生か した

自営 業や 社会貢 献活 動 が許可 がさ れる ようで ござ います 。来 年度

以降の本市職員の副業の在り方について見解を伺います。

次 に、 中心市 街地 に おける スケ ート ボード 広場 整備に つい て伺

います。

スケ ー ト広 場整 備 につ いて は 、議会 答 弁に 係る 検 討事項 等 処理

方針 にお いて、 中心 市 街地等 にお ける スケー ト広 場の整 備に 向け

て、 実現 可能性 の高 い 候補地 の選 定、 検証を 進め 、事務 の進 捗化

を図 ると 示唆さ れた と ころで ござ いま す。目 標時 期は令 和８ 年３

月と され ており ます が 、その 事務 の進 捗状況 につ いて伺 って おき

たいと思います。

以 上、 壇上に おい て の質問 を終 わり ますが 、引 き続き 質問 席に

着い て関 連質問 をし て まいり たい と存 じます 。よ ろしく お願 いい

たします。



ま た、 会派の 同僚 議 員が関 連質 問い たしま すの で、重 ねて よろ

しくお願いいたします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長（登 壇） 会派自 由創 政、 戸田議 員か らの代 表質 問に

対し まし て、私 が所 管 する部 分に つき まして 答弁 を申し 上げ ます。

最 初に 、今後 の市 政 運営の 考え 方に ついて でご ざいま すが 、第

２次 米子 市まち づく り ビジョ ンで 掲げ ました 住ん で楽し いま ちづ

くり の理 念に基 づき ま して、 これ まで 教育と 子育 て支援 の充 実、

町な かと 郊外の 一体 的 な発展 など の施 策をさ らに 発展さ せる 形で

市政 運営 を進め てま い りまし た。 今後 につき まし ても、 例え ば教

育と 子育 て支援 の充 実 につき まし ては 、不登 校対 策をは じめ とし

た多 様な 学びの 充実 に 加えま して 、英 語教育 の充 実や新 たな 子ど

もの 居場 所づく りと い った視 点か ら、 児童文 化セ ンター の在 り方

に係 る検 討を進 める な ど、施 策を 強化 してま いり ます。 また 、町

なか と郊 外の一 体的 な 発展に つき まし ても、 コミ ュニテ ィバ スを

含め たバ ス路線 再編 と 併せま して 、駅 前通り の在 り方を 含め 、歩

行者 にと って安 全で 魅 力ある 空間 づく りを進 め、 歩いて 楽し いま

ちを 実感 できる よう 施 策を進 めて まい ります 。加 えまし て、 物価

高騰 や自 然災害 への 備 えなど 、市 民生 活への 影響 を注視 しな がら、

状況に応じて機動的かつ柔軟な市政運営に努めてまいります。

続 きま して、 歩い て 楽しい まち づく りにつ いて の具現 策、 方向

性に つい てのお 尋ね で ござい ます 。本 市にお きま しては 、車 中心

の移 動手 段から 徒歩 と 公共交 通に よる 移動も 可能 となる よう 、公

共交 通機 関の利 便性 向 上を図 ると 同時 に、ま ちを 歩くこ とが 楽し

いと 思え るよう なイ ベ ントの 開催 や、 歩行空 間の 整備を 行う こと



によ りま して、 歩い て 楽しい まち 米子 の具現 化を 図って おり ます。

また それ によっ て、 町 なかと 郊外 が一 体的に 発展 をする 持続 可能

な都 市を 目指し てお り ます。 令和 ８年 度の取 組例 としま して は、

中心 市街 地にお ける ウ オーカ ブル 事業 の推進 によ って、 さら なる

にぎ わい の創出 を図 る ととも に、 レベ ル４自 動運 転バス の導 入に

よっ て、 バス運 行の 効 率化と 利便 性の 向上を 図っ てまい りま す。

また 、郊 外にお きま し ては本 年４ 月よ り、弓 浜地 区のよ ねぎ ーバ

スの 本格 運行が スタ ー トをし ます ほか 、箕蚊 屋地 区にお きま して

は、 みの りんバ スの 実 証運行 や南 部地 区のコ ミュ ニティ バス 導入

の検 討な どを進 めて ま いりま す。 あわ せまし て、 米子－ 境港 間の

高規 格道 路の整 備促 進 のほか 、米 子空 港発着 の航 空路線 の拡 充な

ど、 地域 の内外 をつ な ぐ交通 ネッ トワ ーク整 備に つきま して も、

国や県への要望活動を含め必要な対応を講じてまいります。

続 きま して、 市民 が 主役、 共生 のま ちづく りに 向けた 具現 策に

つい てで ござい ます 。 本市に おき まし ては、 地域 福祉活 動の 担い

手不 足や 高齢化 が進 展 する中 で、 包括 的な支 援体 制の充 実に 重点

を置 きま して、 令和 ４ 年４月 に総 合相 談支援 セン ターえ しこ にを、

国が 掲げ る重層 的支 援 体制整 備の 一環 として 先進 的に設 置い たし

まし た。 現在、 地域 か らの相 談に 対し まして は、 各中学 校区 に整

備を して おりま す地 域 包括セ ンタ ーと も連携 をし ながら 、個 々の

状況 に応 じた支 援を 行 ってい ると こで ござい まし て、今 後と も支

援の 強化 を図り なが ら 地域福 祉の 向上 を果た して まいり ます 。ま

た、 地域 コミュ ニテ ィ を維持 して いく 視点と いた しまし ては 、公

民館 を拠 点とし たま ち づくり 活動 を軸 としな がら 、ボラ ンテ ィア

やＮ ＰＯ など多 様な 主 体が連 携を した 広域的 な共 助の体 制を つく



るこ とに より、 地域 の 特性に 応じ たま ちづく り活 動を推 進し てお

りま す。 あわせ て、 本 年４月 には 人権 尊重の まち 米子市 をつ くる

条例 を施 行する 予定 で ありま して 、市 民一人 一人 が尊重 され 活躍

でき る社 会環境 の整 備 も進め なが ら、 市民が 主役 、共生 のま ちづ

くりを実現してまいります。

続 きま して、 教育 ・ 子育て のま ちづ くりに つき まして 、心 豊か

に伸 び伸 びと育 つま ち 米子へ のチ ャレ ンジの 具現 策につ いて のお

尋ね でご ざいま す。 市 長部局 の施 策に つきま して 、幼保 小の 円滑

な接 続推 進とし まし て 、１年 生ア ドバ イザー の派 遣や架 け橋 期カ

リキ ュラ ムの活 用、 ま た園と 小学 校の 交流事 業な どを通 じ、 全て

の子 ども が小学 校生 活 へスム ーズ に移 行し適 合で きるよ う連 携を

強化 して いると ころ で ござい ます 。ま た、子 育て 支援拠 点の 整備

とし まし て、公 立保 育 所の統 合建 て替 えを進 めて おりま して 、西

保育 園と ねむの 木保 育 園の統 合園 は来 年度中 に完 成する 予定 でご

ざい ます 。また 崎津 、 小鳩両 保育 園の 統合園 につ きまし ては 、現

在、 造成 工事や 設計 を 進めて いる とこ でござ いま す。そ のほ かに

も相 談体 制とサ ービ ス の充実 とし て、 こども 家庭 センタ ーを 中心

とし た相 談体制 の強 化 や各種 特別 保育 を拡充 する ことで 、多 様な

ニー ズに 寄り添 う支 援 を展開 して おり まして 、こ れらの 施策 を確

実に 推進 し、ビ ジョ ン に掲げ る心 豊か に伸び 伸び と育つ まち の実

現に全力を尽くしてまいります。

続 きま して、 新し い 時代の 経済 に対 応でき る人 材育成 の方 向性

につ いて のお尋 ねで ご ざいま す。 デジ タル技 術の 進展と とも に、

それ に対 応でき る人 材 の必要 性が 大き くなっ てお ります こと から、

スキ ルア ップ支 援補 助 金を通 じて 、従 業員の スキ ルの取 得を 進め



てい くこ とで、 企業 の 生産性 向上 の後 押しを して いきた いと 考え

てお りま す。ま た、 市 民一般 を対 象と しまし た金 融の知 識を 向上

させ る講 演会を 実施 し まして 、全 体の 底上げ を図 ります ほか 、商

工団 体が 実施し てお り ます経 営力 向上 や人材 育成 を目的 とし た各

種セ ミナ ーと連 携し ま して、 事業 者の 実情に 即し た支援 策を 実施

してきたところでございます。

続 きま して、 歴史 と 文化に 根差 した まちづ くり の方向 性に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。本 市の 歴史 文化遺 産の 保存と 活用 に当

たり まし ては、 米子 市 文化財 保存 活用 地域計 画に 基づく 事業 の進

捗を 図り まして 、市 民 の歴史 、文 化に 対する 意識 の向上 や、 ふる

さと への 誇りと 愛着 を 深めて いく こと として おり ます。 また 、芸

術活 動の 支援に つき ま しては 、市 民に よりま す美 術展覧 会や 秋の

文化 祭、 音楽祭 、ダ ン スフェ スな どの 参加型 事業 をはじ め、 各文

化施 設で 気軽に 活動 成 果を披 露で きる 場を提 供す ること で市 民の

創作 意欲 を高め 、誰 も が表現 をし 参加 できる 環境 整備を 一層 図っ

ていくこととしております。

続 きま して、 スポ ー ツ健康 まち づく りの取 組状 況につ いて でご

ざい ます 。全て の人 が スポー ツに 親し むこと がで きる環 境づ くり

とし まし ては、 昨年 ６ 月に米 子市 民球 場のス コア ボード やナ イタ

ー照 明な どの大 規模 改 修工事 を完 了し まして 利用 を再開 した とこ

ろで ござ います 。ま た 昨年６ 月か ら米 子アリ ーナ の建築 工事 に着

手し てお りまし て、 令 和９年 度の 完成 に向け て整 備を進 めて いる

とこ ろで ござい ます 。 フレイ ル対 策の 推進と しま しては 、令 和５

年度 より フレイ ル度 チ ェック から 予防 実践を 一体 的に取 り組 んで

おり まし て、約 ３年 が たちま して 、判 定結果 の良 化や地 域へ の広



がり を感 じてい ると こ ろでご ざい ます 。今後 につ きまし ては 、先

月に 改定 をしま した 米 子市フ レイ ル対 策推進 指針 を踏ま えま して、

フレイル予防の習慣化につなげてまいります。

続 きま して、 米子 ア リーナ の建 設状 況につ いて のお尋 ねで ござ

いま すが 、昨年 ６月 に 工事に 着工 しま して、 現在 も工事 が続 いて

おり ます が、市 民体 育 館の解 体後 に実 施しま した 地盤調 査の 結果、

くい の仕 様を変 更す る 必要が 生じ たこ とによ りま して、 工期 が３

か月 延長 するこ とと な りまし た。 それ により まし て、竣 工予 定時

期は 来年 ６月末 にな り まして 、来 年８ 月末頃 の供 用開始 に向 けて

引き続き準備を進めてまいります。

続 きま して、 災害 に 強いま ちづ くり の中で 、最 初に避 難所 機能

の充 実に ついて でご ざ います 。簡 易ベ ッドな どの 資機材 の導 入や

職員 研修 による 災害 時 の対応 力の 向上 に取り 組ん でおり ます 。特

に近 年猛 暑への 対策 と いたし まし て、 指定避 難所 として 活用 して

おり ます 学校体 育館 へ の空調 設置 を順 次進め るこ ととし てお りま

すが 、引 き続き 被災 さ れた方 が安 全に 避難が でき ますよ う、 避難

所の 環境 改善に 努め て まいり ます 。防 災・減 災の ための 対応 策に

つい ての お尋ね でご ざ います が、 まず は市民 の皆 様の防 災意 識の

向上 が重 要です ので 、 出前講 座や 防災 イベン トな どを通 じま して、

米子 避難 ノート の配 布 や防災 資機 材の 使用体 験な ど、様 々な 啓発

を実 施し ており ます ほ か、自 主防 災組 織や消 防団 への支 援を 行っ

てお りま して、 引き 続 きこれ らを 通じ まして 、地 域防災 力の 向上

を図ってまいります。

続 きま して、 計画 策 定から １年 が経 過をし まし たよな ごっ こ未

来計 画の 分析と 評価 に ついて のお 尋ね でござ いま す。具 体的 な取



組と しま しては 、先 ほ ど教育 ・子 育て のまち づく りにつ いて で答

弁を いた しまし た内 容 に加え て、 子ど もから 若者 全てへ の支 援と

しま して 、ポー タル サ イトの 活用 や、 高校生 との 意見交 換な どに

より ます 子ども や若 者 の声を 直接 把握 する体 制が 強化さ れた と分

析し てお ります 。次 に 、地域 にお ける 取組へ の支 援とし まし ては、

公民 館を 活用し た居 場 所づく りを 通じ まして 、地 域全体 で子 ども

を見 守る 機運が 高ま っ たと評 価し てお ります 。ま た、子 育て 環境

の整 備と しまし ては 、 一時預 かり 事業 の拡大 や子 育て支 援セ ンタ

ーの 土曜 開所な どに よ りまし て、 保護 者の利 便性 と安心 感が 向上

した と考 えてお りま す 。さら に様 々な 状況に 応じ た個別 ニー ズへ

の対 応と しまし ては 、 ５歳児 健診 の受 診率向 上や 困難を 抱え る世

帯へ の学 習支援 など 、 一歩踏 み込 んだ 支援を 展開 できま した 。総

括と しま しては 、計 画 に基づ く施 策の 実施に より まして 、支 援の

網羅 性は 着実に 高ま っ たと認 識し てお りまし て、 今後も 適切 に見

直し をか けて、 子ど も と保護 者の 視点 に立っ た施 策の推 進に 努め

てまいります。

よな ご っこ 未来 計 画の 浸透 策 につい て のお 尋ね で ござい ま す。

各層 に応 じた周 知や 啓 発に取 り組 んで おりま して 、地域 や関 係団

体に 対し まして は、 学 校や公 民館 、Ｐ ＴＡの 会合 におい て、 計画

の趣 旨を 直接説 明し 理 解を深 めて まい りまし た。 支援事 業者 に対

しま して は、事 業者 向 け説明 会を 開催 し、日 々の 業務と 計画 との

関連 性や その重 要性 を 共有し まし て、 支援の 質の 向上や 連携 強化

を図 って おりま す。 ま た、子 ども たち に対し まし ては、 よな ごっ

こ未 来計 画の子 ども 版 を各学 校に 配布 しまし たほ か、中 高生 のふ

るさ と教 育の授 業を 活 用しま して 、主 役とし ての 意識醸 成と よな



ごっ こポ ータル の周 知 を図り まし た。 今後も 、子 どもや 家庭 、事

業者 、地 域住民 が一 体 となり 、こ ども まんな か社 会の実 現に 向け

た取組を進めてまいります。

続 きま して、 米子 空 港にお ける 国内 定期路 線の 充実に つい ての

お尋 ねで ござい ます 。 米子空 港利 用促 進懇話 会を 通じま した 要望

活動 や利 用促進 に努 め てきた 結果 、米 子－羽 田便 の６便 化が 継続

され るな ど、国 内定 期 路線の 維持 拡充 につな がっ ており ます 。令

和７ 年度 におけ る米 子 －羽田 便の 利用 者数は 、４ 月から １２ 月ま

での 合計 で前年 比約 ５ ％の増 加と 過去 最多を 記録 してお りま して、

また 近年 は外国 人観 光 客によ る国 内線 の利用 も増 えてお りま すこ

とか ら、 民間航 空会 社 におい て新 規定 期路線 就航 に向け た動 きも

見ら れる とこで ござ い ます。 この よう な状況 を好 機と捉 えま して、

今後 とも 鳥取県 や米 子 空港利 用促 進懇 話会な どと 連携を して 、国

や関 係機 関への 働き か けを強 化し ます ととも に、 利用促 進策 や機

運醸 成に 向けた 情報 発 信など も行 いな がら、 国内 定期路 線の 維持

拡充に取り組んでまいります。

続 きま して、 新幹 線 の整備 推進 につ いての お尋 ねでご ざい ます。

本市 が参 画しま す中 国 横断新 幹線 （伯 備新幹 線） 整備推 進会 議及

び山 陰新 幹線建 設促 進 期成同 盟会 の両 推進組 織に おきま して 、法

定調 査の 早急な 実施 や 次期整 備計 画路 線への 格上 げ、並 行在 来線

の経 営分 離方針 の見 直 しなど 、重 ねて 国への 要望 活動を 実施 して

おり ます 。また 、昨 年 度より 、ミ ニ新 幹線な どに よりま す段 階的

な整 備手 法につ きま し ても研 究を 進め ている とこ でござ いま す。

なお 、国 におい て現 在 、新幹 線の 整備 財源に 充当 されま すＪ Ｒへ

の貸 付料 の増額 が検 討 されて いる 旨報 道もご ざい ます。 この よう



な検 討動 向も注 視を し ながら 、引 き続 き沿線 の関 係自治 体や 県は

もと より 、他の 基本 計 画路線 に関 わる 推進組 織と も連携 をし なが

ら、新幹線整備に向けた国への働きかけを強化してまいります。

続 きま して、 防災 庁 機能の 誘致 につ いてで ござ います 。防 災庁

機能 につ きまし ては 、 本市を はじ めと した鳥 取県 西部の 立地 特性

を生 かし て、当 地域 へ の誘致 を推 進す ること が国 家機能 のリ ダン

ダン シー の確保 の観 点 からも 有効 と考 えてお りま して、 令和 ７年

７月 に国 と県に 対し て 当地域 への 機能 誘致を 要望 したと ころ でご

ざい ます 。また 、国 が 令和７ 年１ ２月 に公表 しま した防 災立 国の

推進 に向 けた基 本方 針 の中で 、防 災庁 の地方 機関 設置に 向け まし

て具 体的 な検討 が進 め られる 方針 が示 されま した 。した がい まし

て、 国に よる今 後の 検 討動向 をよ く注 視しつ つ、 民間団 体や 関係

自治 体と も連携 をし な がら、 引き 続き 機能誘 致に 取り組 んで まい

ります。

次 に、 新水泳 場の 整 備につ いて のお 尋ねで ござ います 。県 営東

山水 泳場 につき まし て は築４ ０年 以上 が経過 して おりま して 、老

朽化 が進 んでい るだ け でなく 、５ ０ｍ プール と飛 び込み 用プ ール

が屋 外で ありま すこ と から、 年々 厳し さを増 す夏 の暑さ によ り十

分な 競技 環境の 確保 が 困難と なっ てき ており ます 。一方 、皆 生市

民プ ール につき まし て も同じ く築 ４０ 年以上 が経 過して おり ます

こと から 、鳥取 県と 共 同で屋 内の 新水 泳場を 整備 するこ とに つい

て、引き続き県と協議を進めてまいります。

続 きま して、 米子 － 境港間 を結 ぶ高 規格道 路の 早期事 業化 につ

いて 、計 画段階 評価 の 手続を 着実 に進 めるよ う国 へ働き かけ るこ

とに つい てのお 尋ね で ござい ます 。こ の米子 －境 港間高 規格 道路



につ きま しては 、国 道 ４３１ 号な どの 渋滞緩 和や 産業や 流通 の活

性化 、ま た大規 模災 害 時の避 難路 の確 保など の点 におき まし て必

要不 可欠 な道路 でご ざ います 。ま た、 中海・ 宍道 湖圏域 の道 路ネ

ット ワー クの強 化な ど の観点 から も必 要性は 高ま ってお りま す。

毎年 、本 市と鳥 取県 や 関係自 治体 など で構成 をし ます期 成同 盟会

や西 部地 域振興 会な ど を通じ まし て、 早期事 業化 に向け た計 画段

階評 価の 手続を 着実 に 進める よう 、国 土交通 省や 財務省 、ま た地

元選 出の 国会議 員に 対 し要請 を繰 り返 してい ると ころで ござ いま

す。 現在 、国に より ３ つのル ート 帯の 案が示 され ており まし て、

今後 １つ の概略 ルー ト 帯が示 され る予 定とな って おりま す。 計画

段階 評価 を着実 に進 め るため 、引 き続 き早期 事業 化の実 現に 向け

た関係自治体と一体となった要望活動に取り組んでまいります。

続 きま して、 本市 の 人口対 策の 現状 と課題 につ いてで ござ いま

す。 これ まで自 然増 や 社会増 を図 る観 点で、 地元 企業の 生産 性向

上や 企業 誘致に よる 雇 用の創 出、 子育 て支援 や移 住定住 促進 など

の人 口対 策に注 力し て まいり まし た。 成果も 出る 一方で 若年 層の

都市 部へ の流出 や未 婚 化の進 行が 進ん でおり まし て、あ らゆ る分

野に おけ る人手 不足 の 問題は 、将 来に わたる イン フラ維 持を いか

に行 って いくか など 、 行政運 営上 の課 題にも 直面 をして おり ます。

今後 につ きまし ては 、 広域的 視点 での 対策も 重要 になる と考 えて

おり まし て、例 えば 西 部圏域 で生 活機 能を維 持強 化して いく モデ

ル事 業や 若者の 出会 い の場づ くり など に取り 組み ながら 、圏 域単

位での人口対策も強化してまいります。

続 きま して、 社会 イ ンフラ の整 備促 進につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 最初に 都市 計 画道路 の整 備の 現状と 課題 につい てで ござ



いま すが 、本市 では ４ ８路線 、計 画延 長１３ 2.５ ７ キ ロ メ ー ト ル

を 都 市 計 画 決 定 し て お りまし て、 その うち未 着工 路線が ４路 線、

未整 備延 長は１ 6.５ ７ キ ロ メ ー ト ル で ご ざ い ま す 。 現 在 、本 市の

施行 によ ります 安倍 三 柳線と 皆生 温泉 環状線 、ま た鳥取 県の 施行

によ りま す両三 柳中 央 線の整 備を 実施 してお りま す。こ のう ち、

両三 柳中 央線に つき ま しては 、今 年度 末に一 部供 用開始 を見 込ん

でお りま す。ま た、 来 年度中 には 皆生 温泉環 状線 の供用 開始 と安

倍三 柳線 の一部 供用 開 始を目 指し て事 業の進 捗を 図って いる とこ

ろで ござ います 。未 着 工路線 につ きま しては 、住 宅密集 地を 通過

する 路線 となっ てお り まして 、そ の整 備には 多額 の費用 を要 しま

すの で、 事業化 に当 た りまし ては 慎重 な検討 が必 要であ ると 考え

てお りま す。次 期整 備 路線の 選定 の際 には、 米子 市都市 計画 マス

ター プラ ンなど との 整 合性を 図り つつ 、事業 効果 の高い 路線 の整

備を優先的に検討してまいります。

次 に、 橋梁の 点検 、 整備、 補修 の現 状と課 題に ついて でご ざい

ます 。本 市が管 理を し ます橋 梁６ ５２ 橋につ きま して、 ５年 ごと

に年 間約 １３０ 橋の 定 期点検 を実 施し まして 、策 定済み の長 寿命

化修 繕計 画に基 づい た 修繕を 行っ てお ります 。現 在、年 間事 業費

約 2.２ 億 円 で 点 検 と 調 査 設 計 、 修 繕 を 実 施し てお ります が、 今後

は多 くの 橋梁で 老朽 化 が進む もの と思 われま して 、維持 管理 費の

増大に伴う事業費の確保が課題となっております。

続 きま して、 大雨 に よる浸 水被 害の 軽減、 解消 対策の 現状 と課

題に つい てでご ざい ま す。雨 水管 理総 合計画 に基 づきま して 、重

点対 策地 区から 浸水 対 策事業 を実 施し ており ます ほか、 河川 や道

路側 溝の 改修に より 、 浸水被 害の 軽減 、解消 対策 を行っ てお りま



す。 なお 、雨水 管理 総 合計画 に基 づく 事業に つき まして は多 額の

事業 費を 必要と しま す ので、 国庫 補助 金など の安 定的か つ継 続的

な財 源確 保が課 題と 認 識をし てお りま す。こ れに つきま して は、

第１ 次国 土強靱 化実 施 中期計 画に おき まして ５年 間で事 業規 模２

０兆 円強 の予算 が予 定 をされ てい るこ とに鑑 みま して、 引き 続き、

国や 県な どへ要 望活 動 を行い 、積 極的 な財源 確保 に努め てま いり

ます。

続 きま して、 都市 計 画道路 米子 駅車 尾線に つい てでご ざい ます。

この 路線 は、中 心市 街 地の活 性化 や道 路交通 網の 円滑化 に寄 与し、

今後 整備 の必要 な路 線 である と認 識を してお りま す。現 在、 鳥取

県と 連携 を図り なが ら 都市計 画道 路も 含めた 市内 の道路 ネッ トワ

ーク の検 討を行 って い るとこ ろで ござ いまし て、 引き続 き県 と連

携して事業化に向けて協議を進めてまいります。

また 、 柔ら かい 区 画整 理の 推 進につ い ての お尋 ね でござ い ます。

柔ら かい 区画整 理に つ きまし ては 、土 地区画 整理 事業を 柔軟 に活

用し てい く概念 でご ざ いまし て、 事業 期間が 短く かつ小 規模 で合

意形 成が 図りや すい と いった 特徴 がご ざいま す。 例えば 、狭 隘道

路や 空き 家の解 消で す とか、 木造 住宅 密集地 域の 防火性 の向 上な

どの 観点 で、市 街地 の 再編を 進め るこ とがで きる 有効な 手法 と考

えて おり ます。 現在 、 この手 法の 活用 につき まし ても、 市内 でも

関心 を寄 せられ る地 域 もあり ます ので 、本市 とし ても区 画整 理に

関す る情 報収集 や知 見 を高め るた めに 必要な 予算 案につ いて 、今

議会 で提 案をし てい る とこで ござ いま す。今 後、 地域住 民と の意

見交 換を 重ねな がら 、 地域の 状況 や課 題に応 じた 整備手 法を 検討

してまいります。



続 きま して、 米子 城 跡の整 備に つい て、稼 げる 観光地 とし ての

整備 につ いての お尋 ね でござ いま す。 米子城 跡で は計画 に基 づく

整備 を進 めると 同時 に 、ダイ ヤモ ンド 大山観 望会 やオレ ンジ ロー

ド観 望会 を開催 しま し て誘客 に努 めて きたと ころ でござ いま す。

宿泊 施設 の事業 者が 皆 生温泉 から マイ クロバ スを 出して いた だい

たり 、宿 泊時の 見ど こ ろとし て紹 介し てくだ さる など、 マネ タイ

ズに つな がる連 携も 進 んでき てお りま す。今 年の 秋には 三の 丸広

場が 完成 する見 込み で ありま すこ とか ら、広 場の 近くで お土 産を

購入 でき る場所 を見 い だして いく など 、より 一層 マネタ イズ でき

る仕掛けを考えてまいります。

続 きま して、 中海 ・ 錦海か わま ちづ くり計 画に ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 最初 に 民有地 部分 の整 備につ いて でござ いま すが、

今年 の５ 月下旬 には 計 画に基 づい て整 備を行 って おりま す中 海憩

いの テラ スが完 成を い たしま す。 中海 憩いの テラ スにつ きま して

は、 地域 住民や 観光 客 が水辺 に親 しめ る憩い の場 所にな るこ とを

想定 して おりま して 、 城下町 エリ アと 湊山公 園や 米子城 跡、 さら

には 彫刻 ロード を含 む 米子駅 周辺 を接 続する 結節 点の役 割も 担う

と考 えて おりま す。 そ して民 有地 部分 につき まし ては地 権者 に意

向確 認を 行って おり ま して、 活用 に向 けた調 整を 行って まい りま

す。 また 、新た な遊 歩 道の整 備に つい てのお 尋ね でござ いま す。

中海 憩い のテラ スか ら 湊山公 園の 親水 護岸へ のア クセス につ きま

して は、 既存の 県道 、 これは 主要 地方 道米子 境港 線にな りま すが、

それ の歩 道から 令和 ５ 年度に 整備 をし ました 公園 内の園 路を 経由

して 親水 護岸ま で結 ぶ ことに より 、ア クセス 向上 を図っ たと ころ

でご ざい ます。 新た な 遊歩道 の整 備に つきま して は、今 後の 利用



状況 や下 水道中 央ポ ン プ場の 移設 の時 期など を踏 まえな がら 検討

してまいります。

続 きま して、 城下 町 エリア にお ける 加茂川 緑地 と対岸 の加 茂川

広場 を結 ぶ歩行 者専 用 橋につ いて のお 尋ねで ござ います 。米 子ま

ちな か観 光案内 所の 周 辺には 、重 要文 化財に 指定 されて おり ます

後藤 家住 宅など 、観 光 の見ど ころ が存 在をし てお ります 。こ のエ

リア の周 遊につ きま し ては、 当面 の間 は周辺 市道 の交通 規制 や歩

行者 動線 の明確 化な ど の安全 対策 を検 討しな がら 、よな ごの 宝８

８選 にも 選定さ れて お ります 歴史 的な 橋でも ある 京橋を 含む 周辺

の既存橋を活用する方向で考えております。

続 きま して、 部活 動 の地域 移行 につ いて、 地域 クラブ の照 明使

用料 など の負担 軽減 に ついて のお 尋ね でござ いま す。現 在、 照明

使用 料に つきま して は 、中体 連主 催大 会への 参加 資格が あり 、米

子市 内の 中学校 の在 籍 生徒が 半数 以上 を占め てい る地域 クラ ブが

地区 体育 館を使 用す る 際に、 一定 回数 までの 使用 料を減 免し てお

りま す。 今後、 部活 動 の地域 展開 の受 皿とし まし て市が 認定 する

地域 クラ ブに対 しま し ても同 様の 負担 軽減策 を講 じてま いり ます。

続 きま して、 ごみ 袋 の価格 の見 直し につい ての お尋ね でご ざい

ます 。ご み袋の 価格 に つきま して は、 ごみの 収集 、運搬 及び 処理

に係 る経 費から 収入 を 除いた 経費 のう ち、住 民の 負担に つい て２

分の １を 基本と しつ つ 、周辺 市町 村の 価格な ども 考慮し た上 で、

本市 議会 の議決 を経 て 決定を して おり ます。 現時 点では 、直 ちに

ごみ 袋の 価格の 見直 し を行う 考え はご ざいま せん が、引 き続 きご

みの 排出 量、ご みの 処 理経費 の推 移を 勘案し なが ら、現 行の 価格

の妥 当性 につい て検 証 をし、 ごみ 袋価 格の変 更の 必要が 生じ れば、



米子 市廃 棄物減 量等 推 進審議 会へ の諮 問と答 申を 経て市 議会 にお

諮りすることになります。

続 きま して、 全小 中 学校体 育館 への エアコ ン設 置につ いて のお

尋ね でご ざいま す。 教 育環境 の改 善と 避難所 機能 の向上 など のた

めに も、 体育館 の築 年 数など に応 じま して、 順次 改修ま たは 改築

によ り空 調整備 を進 め るとと もに 、そ れまで の当 面の対 応と しま

して 、全 ての体 育館 に スポッ トク ーラ ーを導 入し ていく 方針 とし

たところでございます。

続 きま して、 道の 駅 の候補 地の 選定 、着手 につ いての お尋 ねで

ござ いま す。米 子－ 境 港間高 規格 道路 が整備 され ますこ とに より、

中海 ・宍 道湖・ 大山 圏 域を訪 れる 観光 客の周 遊観 光など の活 性化

につ なが ると考 えて お ります が、 本市 を素通 りさ れる懸 念が ある

との 御指 摘につ きま し ては、 そう なら ないよ う施 策を講 じて いく

こと は重 要でご ざい ま す。道 の駅 は、 第一次 産業 をはじ めと する

地場 産品 の販売 など を 通じま して 、地 域の内 外か ら消費 者を 呼び

込む だけ でなく 、雇 用 の創出 など によ る地域 経済 の底上 げも 期待

でき るも のと考 えて お ります 。道 の駅 の整備 計画 の策定 につ きま

して は、 今後、 米子 － 境港間 高規 格道 路の概 略ル ート帯 が示 され

る機 会を 捉えて 、高 規 格道路 と並 行し て、本 市の 振興策 の一 つと

して検討していくこととなると考えております。

次 に、 新たな 工業 団 地の整 備促 進に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 米子 インタ ーチ ェ ンジの 隣接 地に 整備を しま した米 子イ ンタ

ー周 辺工 業用地 と米 子 インタ ー西 産業 用地は 既に 売却済 みで ござ

いま す。 地場産 業を 活 性化し 雇用 を創 出して 、若 者の定 住化 を図

り都 市間 競争に 打ち 勝 つなど の観 点か ら、産 業用 地の確 保が 必要



であ ると 考えて おり ま して、 現在 は次 期産業 用地 整備に つい ては、

開発 手法 も含め て、 関 係部局 間で 連携 をして 検討 を行っ てい ると

ころでございます。

次 に、 中海架 橋建 設 連絡協 議会 の開 催と事 業の 推進に つい ての

お尋 ねで ござい ます 。 中海架 橋に つき まして は、 周辺の 渋滞 緩和

や人 流と 物流の 円滑 化 、産業 、観 光振 興など の効 果に併 せま して、

災害 時の 輸送路 とし て の機能 も期 待さ れてお りま すこと から 、圏

域の 発展 にとっ て重 要 な道路 ネッ トワ ークの 一部 と認識 をし てお

りま す。 中海架 橋建 設 連絡協 議会 の再 開と事 業の 推進に つき まし

ては 、毎 年、中 海架 橋 建設米 子市 ・安 来市連 絡会 を開催 して おり

まし て、 連携を 図り な がら引 き続 き鳥 取、島 根両 県知事 に対 し要

望をしていくことを確認しているところでございます。

続 きま して、 空き 家 の除却 の補 助制 度の拡 充に ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 これ に つきま して は、 まず近 隣住 民の生 活環 境に

悪影 響を 与えて おり ま す特定 空家 や災 害リス クが 高い準 防火 地域

の空 き家 の除却 を所 有 者に促 し、 市民 の安全 と安 心の確 保を 図っ

てまいります。

次 に、 尾高城 跡の 保 存活用 につ いて のお尋 ねで ござい ます 。尾

高城 跡の 歴史的 、文 化 的価値 を後 世に 適切に 伝え ていく ため 、保

存活 用計 画の策 定に 取 り組む こと とし ており まし て、ス ケジ ュー

ルと しま しては 、令 和 ８年度 に現 地の 状況把 握を 目的に 測量 を実

施し まし て、そ の結 果 を踏ま えて 、令 和９年 度に 計画を 策定 する

予定でございます。

続 きま して、 こた か 保育園 、あ がた 保育園 の統 合建て 替え の推

進に つい てでご ざい ま す。現 在事 業化 に向け て、 立地場 所や 規模、



小学 校と の連携 の在 り 方など につ いて 、地元 の意 見も伺 いな がら、

基本 構想 をまと める 作 業を進 めて おり ます。 基本 構想が まと まり

次第、統合園の設置に向けた設計などに着手してまいります。

続 きま して、 淀江 ゆ め温泉 の完 全民 営化の 加速 につい ての お尋

ねで ござ います 。市 内 には民 業と して 成り立 って おりま す温 泉施

設が ある 中で、 淀江 ゆ め温泉 だけ に公 費を投 じ続 けるこ とは 民業

圧迫 とな り、適 当で は ないこ とか ら、 従来よ り淀 江ゆめ 温泉 の民

営化 を基 本方針 とし て まいり まし た。 利用者 に対 するサ ービ ス向

上や 安全 対策の 観点 か らも民 間の ノウ ハウを 活用 した経 営体 制が

求め られ ますこ とか ら 、次期 指定 管理 の５年 間に おいて 、完 全民

営化の実現を目指したいと考えております。

続 きま して、 ＪＲ 西 日本跡 地利 用計 画につ いて でござ いま す。

米子 駅の 駅南広 場に 隣 接をし ます ＪＲ 西日本 が所 有して いた 土地

につ きま しては 、公 募 による 売却 手続 が進め られ まして 、昨 年の

９月 下旬 に落札 事業 者 に引渡 しが 完了 したと 伺っ ており ます 。本

市の 対応 としま して は 、昨年 ４月 に米 子駅の 南側 のにぎ わい 創出

のた め、 駅南広 場周 辺 の準工 業地 域に おける 建蔽 率と容 積率 を緩

和し たと ころで ござ い まして 、こ の用 地につ きま しては 、ホ テル

や商業施設などの進出につながることを期待しております。

次 に、 にぎわ い創 出 の仕掛 けづ くり につい てで ござい ます が、

ＪＲ 米子 駅の南 口エ リ アにつ きま して は、令 和５ 年度に がい なロ

ー ド が 開 通 し ま し て 、 こ の た び 、 め ぐ み 通 り の 整 備 も 終 わ り 、

近々 目久 美公園 もリ ニ ューア ルさ れ、 さらに は米 子アリ ーナ への

動線 とな る歩道 の整 備 も完了 をし てい くなど 、新 たな人 流が 生ま

れる もの と見込 んで お ります 。さ らに 、令和 ８年 度にお きま して



は、 駅南 を発着 点と す る南部 エリ アの コミュ ニテ ィバス の実 証運

行を 開始 するこ とと い たしま して 、交 通結節 点と しての 機能 を高

める こと で、ま ずは 人 流を活 発化 させ て、そ れを にぎわ い創 出に

つな げて いきた いと 考 えてお りま す。 あわせ まし て、現 在、 市民

参加 型の ワーク ショ ッ プを開 催し まし て、米 子駅 南側を 含め た米

子駅 周辺 のまち づく り の将来 イメ ージ を描く 作業 を進め てお りま

す。 今後 、フォ ーラ ム などを 開催 しな がら、 米子 駅周辺 のま ちづ

くり の在 り方に つい て 市民の 皆さ んと 共有を して いくと とも に、

民間 事業 者など 関係 者 ととも に米 子駅 周辺の にぎ わい創 出に 取り

組んでまいります。

続 きま して、 鳥取 大 学医学 部附 属病 院の再 整備 の進捗 と今 後の

展望 につ いての お尋 ね でござ いま す。 昨年４ 月に 鳥取大 学か ら鳥

大病 院の 再整備 基本 構 想が公 表さ れた ところ でご ざいま して 、令

和１ １年 度、２ ０２ ９ 年度の 工事 着工 が予定 をさ れてお りま す。

本市 は鳥 取大学 と令 和 ６年７ 月に 、湊 山公園 用地 の提供 に関 する

覚書 を締 結して おり ま して、 今後 、再 整備に 必要 な用地 提供 手続

を具 体的 に進め てい く ことと して おり ます。 また 、基本 構想 では、

新病 院周 辺エリ アを ホ スピタ ルパ ーク として 整備 する考 えも 示し

てお りま す。そ こで 今 後、湊 山公 園の 魅力的 なリ ニュー アル や児

童文 化セ ンター と鳥 取 大学と の共 創施 設整備 など の検討 を進 めま

して 、こ のエリ アを 改 めて市 民の 憩い の場所 とし てより 一層 魅力

を高めていきたいと考えております。

続 きま して、 ファ ミ リー・ サポ ート ・セン ター 事業で ござ いま

すが 、令 和６年 度の 利 用実績 につ いて のお尋 ねで ござい ます 。こ

れに つき まして は 3,７ ０ ０ 件 程 度 の 見 込 み と な っ て お り ます 。ま



た、 援助 会員の 確保 に ついて 、そ の改 善策に つい てのお 尋ね でご

ざい ます が、昨 年の ６ 月議会 に議 員か ら御提 案を いただ きま して、

ＳＮ Ｓの 活用や チラ シ の配布 箇所 数を 増やす こと 、また フレ イル

予防 教室 での周 知な ど を新た に行 いま したと ころ 、援助 会員 の登

録者 数が 大幅に 増え た ところ でご ざい ます。 これ につき まし ては、

委託 先で ありま す米 子 市社会 福祉 協議 会と連 携を しまし て、 引き

続き広報活動を強化して市民への周知を図ってまいります。

続 きま して、 人材 確 保につ いて のお 尋ねで ござ います 。少 子高

齢化 の進 展によ りま し て、自 治会 活動 や企業 にお ける人 手不 足が

一層 顕著 となっ てお り まして 、そ れに 伴って 社会 保障費 の増 加や

保育 や教 育イン フラ の 再編な ど、 本市 におい ても 様々な 分野 で影

響が 生じ ており ます 。 このよ うな 状況 で若者 の域 外流出 をい かに

防い でい くかが 重要 な 視点と 考え てお りまし て、 魅力的 な雇 用の

場を 地域 に確保 して い きます こと は、 本市と して も喫緊 の課 題で

ござ いま す。市 内に は 国内ト ップ シェ アを占 める ような 優良 企業

も存 在い たしま すが 、 電子部 品な どの 工業製 品を 製作す る企 業は

必ず しも 知名度 が高 く ないこ とか ら、 若者が 地元 企業の すば らし

さに 触れ る機会 に恵 ま れず、 結果 とし て、大 都市 圏へ流 出す ると

いっ た状 況も見 受け ら れます 。そ こで 、ふる さと 教育な ど若 者に

対し て地 元企業 への 理 解を深 めて もら う機会 を設 けます とと もに、

積極 的な 企業誘 致に よ り魅力 的な 雇用 の場を 増や してい ける よう

努力してまいります。

続 きま して、 移住 定 住対策 につ いて でござ いま す。「 住ん で楽

しい まち よな ご」 の 実現に 向け まし て、雇 用や 子育て 、交 通な

ど、 まち の魅力 向上 を 図り、 また それ を効果 的に 情報発 信し てい



くこ とで 移住定 住の 促 進につ なげ たい と考え てお ります 。本 市と

しま して は、こ れま で ＳＮＳ で情 報発 信や移 住Ｐ Ｒ動画 の作 成や

配信 、県 外での 移住 、 就職相 談会 を利 用した 相談 対応な どの 取組

を重 ねて まいり まし た 。その 結果 、昨 年度の 本市 への移 住者 数は

前年 度か ら１割 増の ５ ５８人 とな るな ど、一 定の 成果は 出て いる

もの と考 えてお りま す 。今後 につ きま しては 、関 係人口 や交 流人

口に も着 目をし なが ら 、移住 定住 を促 すため の裾 野を広 げて いく

こと も重 要と考 えて お ります 。こ れに つきま して は、来 年度 から

民間 企業 のプラ ット フ ォーム を活 用し まして 、２ 地域居 住の 促進

に向 けた プロモ ーシ ョ ンを行 いま すほ か、国 が推 進をす るふ るさ

と住 民登 録制度 も活 用 しなが ら、 さら なる移 住定 住の促 進を 図っ

てまいります。

続 きま して、 周遊 ル ートの 磨き 上げ につい てで ござい ます 。加

茂川 周辺 には重 要文 化 財に指 定し てお ります 後藤 家住宅 や白 壁土

蔵、 桜並 木やお 地蔵 さ んなど 、観 光の 見どこ ろが 幾つも 存在 して

おり ます 。今年 ５月 下 旬には 中海 ・錦 海かわ まち づくり 計画 に基

づい て整 備を行 って お ります 中海 憩い のテラ スが 完成を しま して、

秋に は米 子城跡 の三 の 丸広場 が完 成す る予定 でご ざいま す。 これ

らの 整備 箇所と 併せ ま して、 加茂 川周 辺の観 光資 源を生 かし た市

民や 観光 客の周 遊を 促 進する 取組 を実 施しま して 、広範 なエ リア

を一 体的 、連続 的に 散 策でき る町 歩き ルート の磨 き上げ を進 めて

まいります。

続 きま して、 山陰 歴 史館に つい てで ござい ます が、改 修そ して

改修 計画 の概要 と、 ス ケジュ ール につ いての お尋 ねでご ざい ます。

山陰 歴史 館は市 内に 現 存しま す歴 史的 価値の 高い 建造物 でご ざい



まし て、 今後も 博物 館 として 適切 に保 存、活 用し ていく ため に、

老朽 化し た設備 の改 修 や空調 設備 の設 置、バ リア フリー 化な ど、

市民 の皆 様が快 適に 本 市の歴 史に 触れ ていた だけ る施設 を目 指し

て整 備す ること とし て おりま す。 今後 は、来 年度 に実施 設計 、令

和９ 年度 には整 備工 事 を実施 する 予定 として おり ます。 山陰 歴史

館の 維持 管理に つい て でござ いま すが 、今年 度は 、建物 の外 観照

明の 改修 を実施 した と ころで ござ いま して、 引き 続き指 定管 理者

と連携して適切な維持管理に努めてまいります。

続 きま して、 がん 検 診受診 率の 現状 につい ての お尋ね でご ざい

ます 。年 度によ って 多 少の増 減は ござ います が、 おおむ ね２ ０％

台で 推移 をして おり ま す。今 年度 の受 診率も 例年 と同様 にな る見

込み でご ざいま す。 市 民啓発 の現 状分 析につ いて でござ いま すが、

今年 度は がん検 診受 診 率向上 のた め、 がんに 特化 したイ ベン トの

開催 や、 公民連 携対 話 窓口「 いっ しょ にやら いや 」を活 用し まし

て、 検診 の受け 方や 受 ける必 要性 を伝 える動 画を 作成し まし て、

市内 のデ ジタル サイ ネ ージで 放映 をす るなど 、幅 広い世 代へ 向け

て啓 発を 行って きま し た。受 診率 の向 上には 至っ ており ませ んが、

今後 も様 々な手 法を 活 用しま して 、周 知・啓 発し ていき たい と考

えております。

次 に、 えしこ にと 地 域包括 支援 セン ターの 今後 の方向 性に つい

ての お尋 ねでご ざい ま す。ま ずえ しこ ににつ きま しては 、重 層的

支援 体制 の中核 とし て 、複雑 化、 多様 化する 福祉 課題の 解決 に取

り組 んで いると こで ご ざいま して 、今 後はさ らに 多職種 や地 域包

括支 援セ ンター をは じ めとす る支 援関 係機関 との 連携を 強化 して

まい りま す。地 域包 括 支援セ ンタ ーに つきま して は、地 域に 密着



した 支援 体制の 構築 に 向けて 、市 内１ ０か所 に再 編整備 を行 った

とこ ろで ござい まし て 、今後 につ きま しては 、セ ンター の業 務効

率化 を目 的とし たＩ Ｃ Ｔの導 入な どを 通じて 現場 の負担 軽減 と質

の向 上を 両立し なが ら 、将来 にわ たっ て持続 可能 な運営 体制 の構

築に 取り 組んで まい り ます。 また 、こ れらの 窓口 の役割 につ きま

して、継続して情報発信をして周知に努めております。

続 きま して、 男女 共 同参画 に資 する 方向性 につ いての お尋 ねで

ござ いま す。こ れま で 第４次 米子 市男 女共同 参画 推進計 画に 基づ

きま す啓 発活動 のほ か 、子育 て中 の女 性への 資格 、免許 取得 支援

事業 や、 庁内で 取り 組 んでき まし た働 く女性 のヘ ルスケ アの 市民

や企 業向 けの展 開な ど 、各種 の取 組を 進めて まい りまし た。 この

よう な中 、昨年 末に 閣 議決定 をさ れま した地 方創 生に関 する 総合

戦略 にお きまし て、 女 性や若 者を はじ めとし た多 様な人 材が 活躍

でき る機 会の創 出が 重 点施策 に位 置づ けられ たこ とを受 けま して、

本市 でも 、女性 や若 者 が活躍 でき る地 域社会 を構 築して いく こと

で、 「住 んで楽 しい ま ち よ なご 」の 実現に 近づ くもの と考 えて

おり ます 。具体 的に は 、女性 が望 む働 き方が 実現 できる スキ ルア

ップ 支援 や、女 性が 活 躍して いる 市内 企業を ロー ルモデ ルと した

情報 発信 などを 通じ ま して、 誰も が自 分らし く生 き生き と活 躍で

きる地域社会の構築を進めてまいります。

次 に、 廃棄物 処理 施 設候補 地の 地元 合意形 成の 経過に つい てで

ござ いま す。整 備主 体 であり ます 鳥取 県西部 広域 行政管 理組 合に

おき まし て、自 治会 や 居住者 、事 業者 、営農 者な どの関 係住 民に

対し て丁 寧かつ 真摯 に 説明を 行い まし て、最 終処 分場に つき まし

ては 、昨 年７月 まで に 候補地 とな って おりま す関 係４自 治会 から



候補 地の 選定等 に関 す る同意 書が 提出 されま した 。また 、中 間処

理施 設に つきま して は 、候補 地の 関係 住民な どに 対する 説明 会に

加え まし て、意 見調 整 委員会 や一 般廃 棄物処 理施 設建設 候補 地選

定検 証委 員会が 開催 さ れまし て、 地域 におい てそ れらの 委員 会に

つい ての 説明会 を開 催 し、先 月６ 日に 彦名町 の４ 自治会 の連 名と

彦名 校区 自治連 合会 か ら、そ れぞ れ候 補地の 選定 等に関 する 同意

書が 提出 された とこ ろ でござ いま す。 廃棄物 処理 施設の 整備 に向

けた 本市 として の支 援 につい てで ござ います が、 本市と いた しま

して も、 施設の 整備 を 受け入 れて くだ さった 地域 の皆様 にと って、

それ が決 してマ イナ ス となら ない よう な対策 を併 せて講 じて いく

こと が必 要と考 えて お ります 。現 在、 最終処 分場 と中間 処理 施設

それ ぞれ の周辺 地区 の 皆様か ら、 まち づくり 施策 の充実 に係 る要

望を いた だいて おり ま して、 今後 は、 例えば 公共 交通の 充実 です

とか 、ス ポーツ 公園 な どによ る利 便施 設整備 、さ らには 農業 生産

基盤 の強 化など 、周 辺 地区の さら なる 発展に つな がるよ うな 計画

を取 りま とめる とと も に、周 辺地 区の 皆様と とも に、将 来に わた

って持続可能なまちづくりとなるよう努力をしてまいります。

続 きま して、 中海 ・ 錦海か わま ちづ くり計 画に 基づき ます 整備

のス ケジ ュール 感と 民 有地の 交渉 状況 につい てで ござい ます 。市

有地 につ きまし ては 、 今年の ５月 下旬 に中海 憩い のテラ スの 完成

を見 込ん でおり まし て 、オー プニ ング セレモ ニー の開催 も予 定し

てい ると こでご ざい ま す。こ こを 市民 や観光 客の 皆様が 集う 憩い

の場 所に するた めに は 、民有 地部 分の 活用も 大切 ですの で、 地権

者に 意向 確認を 行っ て おりま して 、有 効活用 に向 けて引 き続 き調

整をしてまいります。



続 きま して、 子ど も の居場 所拡 充に ついて のお 尋ねで ござ いま

す。 最初 に、放 課後 の 子ども の居 場所 に係る 現状 の分析 と評 価に

つい てで ござい ます 。 子ども を取 り巻 く環境 の変 化に伴 いま して、

放課 後に 子ども が安 心 して過 ごせ る場 所の確 保と ともに 、体 験や

学習 など 、多様 なニ ー ズに応 じら れる 場所が 求め られる よう にな

って おり ます。 そこ で 既存の 放課 後児 童クラ ブに よる受 皿の 確保

に加 えま して、 放課 後 子ども 教室 の推 進や、 公民 館を活 用し た体

験機 会の 創出な ど、 地 域資源 を活 用し た多様 な居 場所の 充実 を図

るこ とが 必要で ある と 考えて おり ます 。次に 、各 公民館 にお ける

子ど もの 居場所 確保 に ついて でご ざい ますが 、地 域コミ ュニ ティ

の拠 点で ありま す公 民 館を子 ども たち が気軽 に立 ち寄れ る場 とし

て活 用す るとと もに 、 地域全 体で 子ど もの成 長を 支える 仕組 みの

構築 と拡 大を図 るた め 、今年 度か ら公 民館な どを 活用し た子 ども

の居 場所 づくり への 支 援を実 施し てい るとこ ろで ござい ます 。引

き続 き、 地域に おけ る 活動を 支援 をし て多様 な子 どもの 居場 所の

充実を図ってまいります。

続 きま して、 消防 団 員の確 保に 向け た施策 につ いての お尋 ねで

ござ いま す。消 防団 員 の役割 は大 変重 要でご ざい まして 、日 頃の

活動 に対 して心 より お 礼を申 し上 げま す。本 市と いたし まし ては、

消防 団員 の皆様 に安 心 して活 動し てい ただく ため に必要 な資 機材

の整 備や 補償な どの 充 実を図 って いる ところ でご ざいま す。 また、

米子 高専 さんに 御協 力 をいた だき まし て、学 生向 けの消 防団 員募

集の チラ シの配 布で す とか、 地域 防災 に係る 授業 を行う など 、若

い世 代へ のＰＲ にも 注 力をし てお りま して、 引き 続き消 防団 員の

確保に努めてまいります。



続 きま して、 ごみ の 分別・ 排出 の徹 底につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 これに つき ま しては 、ご み分 別収集 カレ ンダー や市 のホ

ーム ペー ジ、ま たユ ー チュー ブの よな ご環境 チャ ンネル 、ご み資

源物 分別 アプリ 「さ ん あ～る 」、 ふれ あい説 明会 など様 々な 媒体

や機 会を 活用し て周 知 ・啓発 を行 って おりま す。 また、 ごみ 収集

時に 適切 に分別 して い ないも のに は理 由を書 いた イエロ ーシ ール

を貼 って 残した り、 リ サイク ル推 進員 に指導 して いただ くな ど、

ごみ 排出 の現場 にお い ても周 知・ 啓発 を行っ てお ります 。し かし

なが ら議 員御指 摘の と おり、 鳥取 県西 部広域 行政 管理組 合リ サイ

クル プラ ザの不 燃ご み 処理工 程に おき まして 、リ チウム イオ ン電

池の 混入 により 頻繁 に 発火、 発煙 が起 こるな ど、 分別が 徹底 され

てい ない 状況も ござ い ますの で、 より 分かり やす いチラ シや 動画

の作成を行うなど、一層の周知・啓発に取り組んでまいります。

続 きま して、 中海 ・ 宍道湖 ・大 山圏 域市長 会の 今後の 具体 的な

計画 につ いての お尋 ね でござ いま す。 昨年３ 月に 策定を しま した

第３ 期圏 域版地 方創 生 総合戦 略に 基づ きまし て、 圏域の スケ ール

メリ ット を最大 限に 生 かした 海外 との 経済交 流や インバ ウン ド誘

客、 また 圏域の イン フ ラ整備 促進 など の施策 を推 進して おり ます。

来年 度に おきま して は 、昨年 １０ 月に 更新を しま した経 済交 流拡

大を 目指 す覚書 を契 機 としま した イン ド・ケ ララ 州との 連携 強化

や台 日産 業連携 推進 オ フィス （Ｔ ＪＰ Ｏ）と 連携 をした ＩＴ 社会

実験 の実 施、さ らに は 中海・ 宍道 湖８ の字ル ート の早期 完成 など

に向 けた 要望活 動の 強 化を図 って まい ります 。ま た、観 光面 では、

台湾 と韓 国を核 とし た 誘客促 進や 、欧 米豪か らの 誘客を 狙い とし

たイ ンバ ウンド 戦略 の 策定な ど、 持続 的な観 光地 づくり も併 せて



展開 して いくこ とと し ており ます 。今 後とも これ らの事 業を 通じ

まし て、 圏域単 位で 実 効性あ る地 方創 生が実 現で きます よう 取り

組んでまいります。

続 きま して、 どん ぐ り村の 民間 への 売却に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。現在 指定 管 理者で ござ いま す本宮 観光 農事組 合か ら来

年度 以降 の指定 管理 指 定を辞 退す る申 出がご ざい ました ので 、淀

江ど んぐ り村の 指定 管 理につ きま して は、本 年３ 月末を もっ て終

了す るこ ととな りま す 。今後 の施 設の 在り方 につ きまし ては 、ま

ずは 民間 への売 却を 進 めるこ とで 検討 を始め てお ります 。地 元と

の交 渉経 過につ いて で ござい ます が、 本宮観 光農 事組合 と地 元自

治会 にお きまし ては 、 今後淀 江ど んぐ り村を 活用 する意 向は ない

ことを確認をしております。

続 きま して、 本市 に おける 身寄 りの ない高 齢者 の現状 分析 につ

いて のお 尋ねで ござ い ます。 高齢 化の 進展や 単身 世帯の 増加 に伴

いま して 、行政 によ る 身寄り のな い高 齢者の 安否 確認や 火葬 対応

など は年 々増加 して お ります 。そ のほ かにも 、頼 れる身 寄り のな

い高 齢者 の直面 する 課 題の多 くが 、支 援に携 わる ケアマ ネジ ャー

など の福 祉事業 者に と っても 多大 な負 担とな って いる現 状を 踏ま

えま して 、現在 解決 に 向けた 関連 施策 の展開 に取 り組ん でお りま

す。

続 きま して、 国家 公 務員の 兼業 制度 変更に 係る 本市職 員の 兼業

につ いて のお尋 ねで ご ざいま す。 本市 におき まし ては、 令和 ６年

４月 に米 子市職 員兼 業 許可等 事務 取扱 規程を 制定 しまし て、 職務

遂行 に支 障のな い範 囲 で兼業 の基 準の 明確化 をし 、運用 して いる

とこ ろで ござい ます 。 引き続 き、 国の 運用実 態や 他の自 治体 の動



向を 注視 しまし て、 本 市にお ける 兼業 の在り 方に ついて 研究 して

まいります。

続 きま して、 中心 市 街地に おけ るス ケート ボー ド広場 の整 備に

つい ての お尋ね でご ざ います 。こ れま で実現 の可 能性が 高い 候補

地の 検討 と、近 隣住 民 など関 係者 との 調整に 向け た準備 を進 めて

きた とこ ろでご ざい ま す。今 後ス ケー トボー ドの 利用者 の意 見を

聞く など により まし て 、改め てニ ーズ の把握 を行 い、利 用者 のニ

ーズ にか なった 施設 と して整 備で きる よう、 引き 続き検 討を 進め

てまいります。

私からは以上でございます。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長（ 登壇 ） 会派 自由 創政 、戸田 議員 の代表 質問 の教

育委員会所管部分についてお答えいたします。

ま ずは 、教育 ・子 育 てのま ちづ くり の具現 策に ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 まち づ くりビ ジョ ンに 掲げて おり ます教 育・ 子育

ての まち づくり のう ち 、教育 委員 会の 施策に つき まして 、幾 つか

具現策をお答えいたします。

ま ず、 不登校 対策 に つきま して は、 こども 総本 部との 一体 的な

取組 によ る支援 やス ク ールソ ーシ ャル ワーカ ーの 拡充と いっ た相

談支 援体 制や教 育支 援 センタ ーぷ らっ とホー ムや 校内サ ポー ト教

室の 設置 、また 民間 フ リース クー ルへ の通所 支援 といっ た多 様な

学び の場 の充実 を図 っ てきた とこ ろで ござい ます 。引き 続き 、子

ども への 支援や 学び の 場の充 実に つい て注力 して いきた いと 考え

ております。

次 に、 中学校 部活 動 の地域 展開 等に つきま して は、こ れま で部



活動 指導 員等の 地域 人 材の確 保や 複数 校によ る合 同部活 動の 実施

など 地域 連携を 進め て きたと ころ でご ざいま す。 令和８ 年度 から

は新 たに 本市独 自の 認 定クラ ブ制 度を 立ち上 げま して、 部活 動の

地域 展開 を加速 させ て いきた いと いう ふうに 考え ており ます 。引

き続 き国 や県の 動向 を 注視し なが ら、 持続可 能な 体制づ くり に努

めていきたいと考えております。

次 に、 コミュ ニテ ィ ・スク ール につ きまし ては 、令和 ６年 度に

市内 全て の小中 学校 に 学校運 営協 議会 を設置 しま して、 子ど もた

ちの 豊か な育み のた め の熟議 や、 地域 学校協 働活 動の実 施等 に努

めて きて いると ころ で ござい ます 。今 後も地 域ボ ランテ ィア によ

る学 習支 援や見 守り 活 動の活 発化 を図 り、地 域と 共にあ る学 校と

しての活動の強化に努めていきたいと考えております。

次 に、 部活動 の地 域 展開に おけ る財 政支援 につ いてで ござ いま

すが 、部 活動の 地域 展 開を推 進し 円滑 に運用 して いくた めに 、部

活動 指導 員をは じめ と する地 域人 材の 確保や 受皿 となる 地域 クラ

ブ活 動の 立ち上 げな ど の体制 づく りは 重要で ある という ふう に認

識を して おりま す。 本 市とし まし ては 、こう した 取組を 着実 に進

める ため に、必 要な 財 政支援 措置 の拡 充につ いて 、国や 県に 対し

まし て引 き続き 強く 要 望し、 持続 可能 な体制 づく りの構 築に 努め

たいと考えております。以上でございます。

○岡田議長 下関上下水道局長。

○下 関上 下水道 局長 （ 登壇） 会 派自 由創政 、戸 田議員 の代 表質

問に 対し まして 、上 下 水道局 所管 の部 分につ いて お答え いた しま

す。

ま ずは 、耐震 化対 策 の加速 や支 援の 働きか けに ついて でご ざい



ます が、 上下水 道の 耐 震化に つい ては 、昨年 １月 策定の 米子 市上

下水 道耐 震化計 画に 基 づきま して 、本 年度は 道笑 町３丁 目の 重要

給水 管路 をはじ め、 下 水道の 幹線 管路 やポン プ場 、処理 場の 一部

につ いて 整備を 進め て いると ころ でご ざいま す。 また、 本年 度は、

必要 額の 配分や 補助 率 の引上 げな ど、 耐震化 を加 速して いく ため

の支 援を 国や県 に対 し 強く要 望し たと ころで ござ いまし て、 第１

次国 土強 靱化実 施中 期 計画で は、 令和 ８年度 から ５年間 で事 業規

模２ ０兆 円強の 予算 が 予定さ れて いる ことか ら、 今後も 国や 県、

地元 選出 国会議 員な ど へ要望 する 機会 を利用 しま して、 より 実効

性の ある 財政支 援な ど を働き かけ 、耐 震化に 鋭意 取り組 んで まい

りたいと考えております。

次 に、 下水道 の管 路 の改修 につ いて でござ いま すが、 修繕 実施

計画 につ きまし ては 、 全国特 別重 点調 査の結 果を 盛り込 んだ スト

ック マネ ジメン ト計 画 の見直 し作 業を 既に終 えて おりま して 、緊

急度 Ⅰに つきま して は 、令和 ８年 度の 完成を 見込 んでい ると ころ

でご ざい ます。 また 、 緊急度 Ⅱに つき まして は、 ５年以 内の 完成

を目 指し て取り 組ん で いると ころ でご ざいま す。 事業実 施に 当た

りま して は、埼 玉県 八 潮市で 発生 しま した事 故を 受けま して 、国

が新 たに 創設し た個 別 補助金 や既 存の 交付金 を有 効に組 み合 わせ

て活 用し 、進捗 を図 っ てまい りた いと 考えて おり ます。 以上 でご

ざいます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 大 変丁 寧 な答弁 をい ただ きまし て、 本当に 衷心 より

御礼申し上げます。ありがとうございました。

続 きま して、 順次 関 連質問 をし てま いりた いと 思いま すの で、



よろしくお願いしたいと思います。

ま ず初 めに、 道の 駅 につい て、 関連 をして 質問 してま いり たい

と思 いま す。道 の駅 に つきま して は、 県内で は１ ７か所 、整 備を

され てお られる とい う ことで ござ いま すけれ ども 、先般 も家 族で

道の 駅ほ うじょ うに も 出向き まし たけ ど、す ばら しい施 設だ なと

いう ふう に思っ てお る ところ なん です が、そ こで 、視点 を変 えま

して 、ま ず米子 －境 港 間の、 代表 質問 でも質 問し ました けれ ども、

整備 をさ れると いう こ とでご ざい ます が、こ れは 必須で 、必 ずや

らなければならない大事業であります。

そ うし た中で 、一 方 、今の 本市 が素 通りさ れる ような 感が 否め

ない ので はない かな と いうふ うに 私は 感じて おる ところ でご ざい

ます が、 当局は どの よ うにそ の辺 のと ころを 分析 されて おら れま

すか、伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 本市が 素通 りさ れる危 惧感 の分析 とい うこ

とで ござ います が、 今 後、米 子－ 境港 間の高 規格 道路の 計画 が進

捗す る機 会を捉 えま し て、新 たな 道路 ネット ワー クによ る人 流や

物流 の変 化や経 済情 勢 を想定 しな がら 、本市 を素 通りさ れな いた

めの 地域 振興策 を検 討 する必 要が ある と考え てお るとこ ろで ござ

います。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 答 弁で も 、いわ ゆる 地域 振興策 に合 わせて 整備 をし

てい くん じゃな いか と いう答 弁じ ゃな かった かと いうふ うに 思い

ます が、 そうし た中 で 、今の 地域 振興 策とい うこ とで、 この 道の

駅に つい ても９ 月の 定 例会で した か、 質問を した んです けど も、



やは り地 域振興 策、 ル ート帯 が３ ルー ト示さ れて 、それ があ る程

度、 ルー ト帯が 一つ に 今示さ れて 、そ こから 地域 振興策 を並 行し

て事 務を 進めて いく と いう考 え方 でな かろう かな と私は 推察 をす

るわ けで すけれ ども 、 しかし やは り、 地域振 興策 という こと の観

点で いけ ば、先 んじ て 今の考 え方 を整 備して いく のも一 つの 考え

方で はな いかな とい う ふうに 感じ てい るわけ です が、ま ずス ケジ

ュール感について伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 現在、 道の 駅の 具体的 なス ケジュ ール 感は

持ち 合わ せてい ない と ころで ござ いま すが、 米子 －境港 間の 高規

格道 路の 整備計 画が 進 捗する 機会 を捉 えて、 ほか の地域 振興 策と

とも に検 討して いく こ ととな ると 考え ておる とこ ろでご ざい ます。

以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ル ート 帯 の、３ ルー ト帯 があっ て、 まだこ れか らル

ート を確 定して いく ん でしょ うけ れど も、私 は、 その計 画を 推進

する 過程 の中で 、あ わ せて、 スケ ジュ ール感 でい けば地 域振 興策

の一 環と して整 備を し ていく のが 一つ の考え 方で はなか ろう かな

とい うふ うに、 その よ うな答 弁の 内容 ではな かっ たかと いう ふう

に思 いま すけれ ども 、 私個人 とし ては 、やは り観 光客の ルー ト、

そう いう 観光客 の誘 導 とかイ ンバ ウン ド等の 考え 方をす れば 、や

はり 先ん じて今 の道 の 駅の整 備計 画を 整備し て、 改めて 道の 駅を

整備 して いく必 要が あ るんで はな いか なとい うふ うに考 え方 を持

っておるんですが、その辺のところはいかがなもんでしょうか。

○岡田議長 伊達都市整備部長。



○伊 達都 市整備 部長 道の駅 の建 設計 画、そ れか ら候補 地の まず

選定 とい うこと につ き まして は、 高規 格道路 の概 略ルー ト帯 が示

され てい ない中 で、 地 域振興 策に 関わ る具体 的な 候補地 の選 定は、

現在考えていないところでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 質 問と 答 弁と平 行線 にな るんで すけ ども、 やは りそ

うい うふ うな状 況下 は 私も理 解す るん ですけ れど も、し かし なが

ら、 やは り先ほ ども 申 し上げ まし たよ うに、 イン バウン ドと か、

まち の活 性化と いう 観 点から いけ ば、 道の駅 を先 に整備 をし てい

くと いう のも一 つの 手 法では なか ろう かと私 は理 解する んで すけ

ど、その辺のところはどうでしょうか。

○岡田議長 答弁できますか。

伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 ちょっ と繰 り返 しにな るか もしれ ませ んが、

今、 米子 －境港 間の 高 規格道 路、 この ルート が示 されて ない 中で、

具体 的な 計画を 立て る ことは 、ち ょっ と今現 在の ところ は考 えて

いないところでございます。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 私 は、 先 に通告 をし てお るんで すけ ど、先 んじ てそ

うい う整 備計画 を着 手 すべき でな いか という ふう に私は 通告 をし

てお るん ですけ れど も 、やは りル ート 帯が整 備さ れない 中で 先ん

じて やる のは、 そう い う考え 方は ない という 答弁 かなと いう ふう

に思 いま すけれ ども 、 しかし なが ら、 私は、 先ほ ど来か ら申 し上

げま すよ うに、 やは り 市の活 性化 とい う観点 から 、また 他市 の事

例等 を鑑 みれば 、今 の 米子イ ンタ ー周 辺等に そう いうふ うな 候補



地を 選定 しなが ら事 務 を推進 して いく べきと いう 考え方 はな いの

です か。 私はそ うい う ふうに 考え てお ります が、 いかが でし ょう

か。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今、米 子イ ンタ ー周辺 とい うこと でご ざい

ます が、 米子イ ンタ ー 周辺は 、米 子道 、山陰 道、 国道９ 号、 国道

４３ １号 などの 交通 結 節点で ござ いま して、 利便 性の高 い場 所と

認識 して おると ころ で ござい ます が、 周辺の 状況 などを 踏ま え、

総合 的に 判断す べき と 考えて おる とこ ろでご ざい ます。 以上 です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸田議員 総合的に判断とはどういうことでしょうか。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 ほかの 振興 策、 そうい った ことも 踏ま えな

がら 、道 の駅も 一つ の 候補と して 総合 的に判 断す べきと いう とこ

ろでは考えておるところでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ うい う ふうな 理解 はし たんで すけ ど、た だ、 私が

先ほ ど来 から申 し上 げ ますよ うに 、や はりル ート 帯をあ る程 度、

３ル ート 帯が示 され て 、それ が一 つに 絞られ て、 それか ら改 めて

高速 道路 の整備 計画 な り実施 計画 なり が出て くる んだろ うと いう

ふう に思 います が、 そ ういう タイ ムス ケジュ ール では、 相当 な時

間が 、ま だ私は 要す る と思っ てお るん です。 そう いうふ うな 観点

から いけ ば、私 は先 ん じてそ うい う施 策を講 じて いくの も一 つの

考え 方で はなか ろう か なと私 は思 って おると ころ なんで すが 、こ

れは 改め て議論 した い と思い ます が、 先般も 会派 で前橋 市の 道の



駅を 視察 したん です が 、そう した 中で 、本当 に今 の国交 省の 補助

金等 を有 効活用 をし な がら、 すば らし い施設 を整 備され てお った

わけ です けれど も、 仮 に道の 駅を 整備 するに 当た っては 、補 助メ

ニュ ーは どのよ うな メ ニュー が該 当さ れます か、 その辺 のと ころ

を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 前橋市 の道 の駅 の補助 メニ ューに つい ての

お尋 ねで ござい ます 。 前橋市 に、 道の 駅まえ ばし 赤城に つい て確

認し たと ころで ござ い まして 、総 事業 費約５ ７億 円で、 敷地 面積

約７ 万 2,０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 、 建 築 面 積 約 7,４ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル

で 、 物 産 販 売 、 フ ー ド コート 、災 害対 応型の ガソ リンス タン ドな

どが 整備 されて おり ま して、 前橋 市の 費用負 担は 約４９ 億円 でご

ざい まし て、財 源に つ きまし ては 地域 活性化 事業 債、社 会資 本整

備総 合交 付金や 一般 財 源を利 用さ れて おると 伺っ ておる とこ ろで

ございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 国 交省 の 補助金 等の 有効 活用を 図っ てきた とい うの

は理 解し ており ます 。 一般財 源も 約４ ９億円 とい う、相 当な 巨費

を投 じて おるわ けで す けれど も、 やは り私が 見た ときに は、 附帯

設備 で国 交省の 附帯 ゾ ーンも あっ て、 今の前 橋市 の直営 と国 交省

との 直営 での附 帯が 、 それが うま くか み合っ て、 すばら しい 道の

駅ではなかったかなというようなことを考えております。

相 当数 、すば らし い 施設あ りま した し、に ぎわ ってお るの も事

実で した 。たく さん の 方がお いで にな ってお られ てまし たけ れど

も、 そう した中 で、 仮 にです けれ ども 、今の 本市 が道の 駅を 例え



ば整 備す る、仮 にの 話 ですけ ど、 整備 するに 当た って、 附帯 設備

や施 設整 備をす る内 容 によっ ては 今の 総事業 費は 変わっ てく るも

んで すけ れども 、や は り３０ 億円 をも し仮定 とす れば、 本市 の負

担金は幾らぐらいになりますか、想定されますでしょうか。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 本市の 負担 とい うこと でご ざいま すが 、道

の駅 につ きまし ては 直 営、そ れか らＰ ＦＩ方 式な ど様々 な経 営方

式が ござ いまし て、 道 の駅を する とな れば、 その ときの 有利 な財

源を考えなければいけないということで思います。

直 近で 整備さ れま し た西い なば 気楽 里及び ほう じょう を例 に出

しま すと 、西い なば 気 楽里は 、総 事業 費約１ ８億 円で鳥 取県 と鳥

取市 が費 用負担 をさ れ まして 、財 源は 社会資 本整 備総合 交付 金や

合併 特例 債を活 用し て 事業を 行っ てお られま す。 そのう ち鳥 取市

の負担分は約１ 3.５億円とお聞きしておるところでございます。

ま た、 ほうじ ょう は 、総事 業費 約２ ９億円 でご ざいま して 、国

と北 栄町 が費用 負担 を いたし まし て、 財源は 農村 漁村振 興交 付金、

それ から 広域防 災拠 点 活用施 設整 備事 業補助 金、 それか ら合 併特

例債 や基 金など を活 用 して事 業を 行っ ておら れま して、 北栄 町の

負担 は約 １７億 円と お 聞きし てお ると ころで ござ います 。以 上で

す。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 道 の駅 、 約２９ 億円 で、 北栄町 の負 担が約 １７ 億円

とい うふ うに伺 って お ります 。私 、ち ょっと 通告 してお りま せん

が、 答え られる かど う か分か りま せん けれど 、も し、例 えば 今、

３ル ート 帯が示 され て １ルー ト帯 にな れば、 今の 高速道 路も 加速



化さ れる という こと は 思いま すけ れど も、そ うし た中で 、そ の地

域振 興策 として 事業 を 進めて いく とい う今の 在り 方の方 針で すけ

ども 、補 助金の 上積 み という か、 何か そうい うも のは想 定さ れる

んでしょうか。答えられなければ仕方がありません。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 すみま せん 、た だいま そう いった 資料 を持

ち合 わせ ており ませ ん ので、 ちょ っと 御答弁 がで きませ ん。 以上

です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 す みま せ ん、私 が今 、急 に思い つい たもん です から。

ただ 、地 域振興 策と い うこと を全 面的 に出さ れて おられ ます ので、

有利 な起 債なり 補助 金 がある のか なと 私は今 思っ たわけ でし て、

そう いう 質問を させ て いただ いた んで すが、 そう した中 で、 今の

代表 質問 にも、 答弁 で もあり まし たよ うに、 道の 駅とい うの は第

一次 産業 、雇用 の創 出 、若者 、い わゆ る市政 に大 きく寄 与す るん

だと いう ことの 、当 局 もそう いう 観点 は持ち 合わ せてお られ ると

いう ふう に、ま ず私 は 推察さ れる んで すけれ ども 、改め てそ うい

うふうな観点を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 地元農 産物 の地 産地消 や第 一次産 業の 活性

化、 それ から新 たな 雇 用の創 出は 本市 として も重 要な取 組と 認識

して おり まして 、道 の 駅は、 本市 の第 一次産 業の 活性化 等に 寄与

する もの の一つ と考 え ておる とこ ろで ござい ます 。まず は米 子－

境港 間の 高規格 道路 の 計画を 捉え て、 地域振 興策 の一つ とし て考

えてまいりたいと思っておるところでございます。



○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 地 域振 興 策の一 つの 考え 方だと 、こ れはず っと 前か

ら私 、こ の質問 をし て おるん です けれ ども、 答弁 はその よう な答

弁で ずっ と伺っ てお り ます。 しか しな がら、 先ほ ど来か ら申 し上

げま すよ うに、 ３ル ー ト帯か ら１ ルー ト帯に なっ て、あ る程 度そ

の高 規格 道路の 整備 が 、事業 が整 備さ れる可 能性 がある かと 思い

ます が、 その実 施計 画 等と並 行す ると いうの では 、私は まだ 数年

かか るの ではな いか な という ふう に思 うわけ です が、こ れも 、一

日も 早く 遂げて 、完 遂 してい かな けれ ばなら ない 事業と は私 は思

って おる わけで すが 、 そうし た中 で、 今の観 光客 からも 先般 お話

をい ただ きまし た。 や はり米 子に 入っ てきた とき にトイ レが ない

と、 なか なかト イレ が しにく いと いう 、そう いう ところ は当 局な

り議 員さ んたち はど の ように 考え てお られま すか という よう な御

質問 をい ただき まし た 。確か に困 って はおら れま す。そ こで 、ど

こま でい くのか なと い うふう な御 意見 はあっ たん です。 米子 城跡

のと ころ にトイ レが 、 きれい なも のが できま した よとい うよ うな

御案 内も するん です け れども 、そ の辺 のとこ ろを 当局は どの よう

に分析されておられますか、伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 米子－ 境港 間の 高規格 道路 の計画 が進 捗す

る機 会を 捉えて 、利 用 者の利 便性 も考 えなが ら、 地域振 興策 の一

つと して 道の駅 も考 え てまい りた いと いうこ とで 思って おる とこ

ろでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 利 便性 の 向上を 視点 とし ながら その 事業を 図っ てい



くん だと いう、 その こ とも考 え方 はよ く理解 する んです けど も、

先ほ ど来 から申 し上 げ ますよ うに 、や はり並 行し て、今 、米 子－

境港 間の 高規格 道路 の 事務と 並行 して 、その 振興 策の一 つと して

やる とい うよう な考 え 方を私 は少 し待 って、 やは り単独 的に も先

んじ てこ の道の 駅の 事 業を私 は推 進す べきで はな いかと 考え てお

ると ころ なんで すが 、 やはり 先ほ ど来 からも ずっ と申し 上げ ます

よう に、 道の駅 から 米 子城跡 、そ して 湊山公 園、 かわま ち、 加茂

川周 辺の 散策ロ ード に ついて 、私 はや はり磨 きを かけて いく んだ

と、 こう いう回 遊ル ー トも私 は必 要で はなか ろう かとい うふ うに

思いますが、市長の見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員、 御 指摘が 今さ れま したけ れど も、そ の回 遊す

るル ート という こと で いきま すと 、こ の中海 ・錦 海かわ まち づく

り計 画、 今、着 実に 進 行させ てい ただ いてお りま すけれ ども 、今

年の ５月 下旬に 中海 憩 いのテ ラス が完 成する 予定 でござ いま して、

秋に は米 子城跡 の三 の 丸広場 も、 これ も完成 をす る予定 でご ざい

ます。

こ れら の拠点 とあ わ せまし て、 周辺 の観光 資源 などを 生か した

周遊 ルー ト、こ れを 磨 き上げ ると いう ことは 大切 な視点 であ ると

いう ふう に考え てご ざ います 。そ うい う意味 では 、観光 客の 方が

広範 なエ リアを 散策 あ るいは 周遊 でき る、そ うい うルー トを 確立

させていかなければならないと、そのように考えております。

そ の辺 り、道 の駅 に つきま して は、 そうし た周 遊ルー トと して

確立 でき るのか どう か という 視点 も含 めて、 先ほ ど来、 部長 のほ

うか らも 答弁し てお り ますが 、今 後の 米子－ 境港 間の高 規格 道路



の整 備状 況、こ うし た ところ の進 捗も 踏まえ て、 地域振 興策 とし

て何 が有 効であ るか 、 そのよ うな 視点 からし っか りと考 えて いき

たいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 ほど 市 長から も答 弁あ りまし た、 進捗状 況に 合わ

せて その 辺を、 地域 振 興策と いう のを 見極め をし ていき たい とい

う答 弁で はなか った か なとい うふ うに 思いま すが 、やは り私 は、

ほう じょ うも見 に行 き ました けれ ども 、すば らし い施設 でし た。

前橋 市も 会派で 行き ま したけ ど、 すば らしい 施設 だなと いう ふう

に思 いま したけ ど、 や はりこ うい うふ うな施 設を 視察研 修で 行き

ます と、 やはり 本市 に も道の 駅が あっ てもし かる べきだ なと いう

ふうに私は理解をしております。

そ うし た中で 、や は りいい タイ ミン グで今 の高 規格道 路の 整備

に当 たっ ての地 域振 興 策で附 帯を して いくん だと いう考 え方 は、

私は 理解 もしま すけ れ ども、 しか しな がら、 市政 のいわ ゆる 活性

化と いう ふうな 観点 か らいけ ば、 単独 でも本 市の 事業と して 私は

扱っ てい いので はな い かなと いう ふう に考え ます けれど も、 改め

て市長の考え方を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の米 子 という まち 全体 が、や はり 観光客 の方 にと

って 滞留 する場 所、 休 憩も含 めて です けれど も、 目的地 とし て成

り立 って いかな けれ ば いけな いと いう ことが まず 大前提 にご ざい

ます 。そ の中で 、今 進 めよう とし てお ります 米子 －境港 間の 高規

格道 路が 進捗を する と いう段 にな りま すと、 議員 御指摘 のと おり、

素通 りさ れる可 能性 っ ていう のは 当然 出てく るわ けでご ざい ます。



その とき に、そ うな ら ないよ うな 仕掛 けづく りと いうも のは 、道

の駅 も含 めて、 どう い った形 がよ いの か、先 ほど 中海エ リア 周辺

の周 遊と いうこ とも 出 してい ただ きま したけ れど も、そ うい うふ

うに 人々 が周遊 して い ただけ るよ うな ルート とい いまし ょう か、

コー スと いうも のを 適 切に確 立す るた めに何 が必 要なの かと いう

視点 で、 御質問 の件 に つきま して は我 々とし ても しっか りと 考え

ていきたいというふうに思っております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 こ の問 題 につい ては 、私 も約１ ０回 ぐらい 質問 した

んで すか ね、あ る程 度 、当局 との 私の 関係、 いろ いろと 理解 もす

る部 分も あるん です 。 相反す る部 分も ありま すけ れども 、や はり

私は 今の この道 の駅 に ついて は、 本市 にとっ て、 必ず必 要な 施設

にな るの ではな いか な と理解 して おり ます。 そう します れば 、今

仄聞 しま すには 、大 山 町にも そう いう ふうな 動き がある よう です

けれ ども 、私は 大山 町 の動き を止 める わけで も何 でもあ りま せん

けれ ども 、やは りそ う いうふ うな 近隣 の市町 村の 動向も 理解 しな

がら 、本 市にと って も 有利な 施策 を講 じてい く私 は必要 があ ると

思い ます ので、 何と ぞ 前向き な、 整備 手法は いろ いろあ るか もし

れま せん けれど も、 前 向きに 検討 して いただ きた いとい うふ うに

思います。これは強く望んでおきたいと思います。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午前１１時５１分 休憩

午後 １時００分 再開

○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。



戸田議員。

○戸 田議 員 そ れで は 、新た な工 業団 地の整 備に ついて 伺っ てみ

たいと思います。

本 市に おける 工業 団 地の残 地状 況に ついて 、ま ず伺っ てお きた

いと思います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 残 地 の状況 につ きま しては 、米 子イン ター 西産

業用 地を はじめ 、既 存 の産業 用地 のお おむね 全て 売却済 みと なっ

てお りま す。石 州府 と 崎津に 不整 形な 残地が ある くらい で、 分譲

可能 な一 定規模 以上 の 産業用 地は 、ほ ぼない 状況 となっ てお りま

す。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 ほど 答 弁いた だき まし たよう に、 残地が ほと んど

ない とい うよう な状 況 下でご ざい ます けれど も、 その内 容に つい

て、 当局 はどの よう に 分析評 価さ れて おられ ます か、そ の辺 のと

ころを伺っておきたいと思います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 先 ほ ども申 し上 げま したよ うに 、分譲 可能 な整

形で 一定 規模以 上の 産 業用地 がほ ぼな い状況 でご ざいま すこ とか

ら、 進出 したい 企業 に 対しま して 速や かに対 応で きる体 制が 必要

であると考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ち ょっ と 答弁が 変わ って おりま すけ れども 、そ うい

うふ うな 、すぐ 対応 で きるよ うな 状況 ではな いと いうふ うに 私は

推察 する わけで すけ れ ども、 そう した 中で、 若者 の定住 化並 びに



地場 産業 の活性 化の 観 点から 、や はり 工業団 地の 整備は 必要 と考

えて おり ます。 地場 産 業にお ける 産業 の一極 化、 施設更 新等 の内

容に つい ては、 各企 業 からそ うい う状 況も仄 聞す るわけ でご ざい

ます けれ ども、 それ ぞ れに対 応す べき ものは どう なのか 、見 解を

伺っておきたいと思います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 議 員 がおっ しゃ られ ますと おり 、若者 の定 住化、

地場 産業 の活性 化の 観 点に加 え、 地場 産業に おけ る社業 の集 約化、

事業 拡大 、古く なっ た 施設の 更新 など の声も 伺っ ており まし て、

産業用地の整備は必要と考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 産 業用 地 の整備 は必 要だ と考え てお ります 。そ うい

うふ うな 、今の 社会 情 勢を考 えれ ば必 要であ ると いうふ うに 認識

して おる という 答弁 で はなか った かな という ふう に思い ます けれ

ども 、や はり工 業団 地 は、今 シフ トし ておる オー ダーメ ード 方式

は、 なか なか私 はそ ぐ わない ので はな いかな とい うふう に思 いま

す。 造成 地の状 態を 、 きちっ と造 成を して、 起業 する、 進出 する

企業 に状 況を説 明し な がら売 買交 渉に 発展を して いくと いう のが

一つ のス タンス では な かろう かと いう ふうに 思う わけで すけ れど

も、 その 辺のと ころ が 私はベ スト では ないか と思 います が、 当局

はどのように考えておられますか。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 工 業 団地の 整備 につ いてで ござ います が、 企業

誘致 にお いては 、産 業 用地を 準備 して おく、 いわ ゆるレ ディ ーメ

ード 方式 のほう が利 点 もある と認 識は してお りま す。一 方で 、デ



メリ ット として 、在 庫 リスク を持 つこ とや、 鳥取 県の補 助金 を活

用す る際 には進 出企 業 の業種 の制 限を 受ける こと が挙げ られ ます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 の米 子 市イン ター 周辺 のみの りパ ークは 、今 の農

産法 を適 用して 工業 団 地を形 成し たと いうの が一 つの経 過で あろ

うと いう ふうに 思っ て おりま すけ ど、 そこの 中で も、や はり メリ

ット 、デ メリッ トも あ った。 しか しな がら、 それ を克服 して 今の

状況 にな ったと 私は 推 察して おり ます 。そう いう ふうな 中で 考え

れば 、今 のレデ ィー メ ード方 式も 一つ の視野 に置 く必要 があ るの

では ない かなと いう よ うな答 弁で なか ろうか とい うふう に思 いま

すが 、や はりレ ディ ー メード 方式 とい うのは 、今 後求め られ てい

くの では ないか なと 私 は理解 して おり ますけ れど も、そ うし た中

で、 企業 誘致に つい て は情報 を迅 速に 仕入れ て、 それを 情報 収集

しな がら 具現化 を図 っ ていく とい うの が一つ の考 え方で なか ろう

かと いう ふうに 思い ま すけれ ども 、さ きに関 西事 務所に 副所 長さ

んを 任命 された わけ で すけど 、そ の状 況はど のよ うな状 況で しょ

うか。状況を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 関 西 事務所 の副 所長 の配置 につ いてで ござ いま

す。 令和 ７年１ ０月 １ 日に就 任し たと ころで ござ いまし て、 現在

は、 まず 各種同 窓会 を はじめ とし た人 脈づく りや 情報収 集を 行い、

関西 での 活動の 基盤 固 めを行 って いる ところ でご ざいま す。 建設

資材 など の高騰 によ り 投資機 会を うか がった り、 運送コ スト の削

減の ため 進出を 見極 め ている 気配 も見 受けら れま すが、 リス ク分

散の 観点 から災 害リ ス クの低 い本 市へ の関心 も低 くない と分 析し



ているところでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 副 所長 さ んを専 任で 置い たわけ です から、 その 情報

収集 は多 角的に 得ら れ ておる のか なと いうふ うに 思いま すけ ども、

ただ 、本 市の置 かれ る 状況と いう のが 今の、 どう でした か、 リス

ク、 本市 への関 心も 低 くない もの と推 察して おる という 考え 方で

ござ いま すので 、そ の 辺は了 とし たい んです けど 、その 副所 長を

設置 され たにも かか わ らず、 情報 とい うのが 委員 会等で もな かな

か出 てこ ないも んで す から、 その 辺の 情報提 供は 、私は して いく

べきであろうというふうに考えております。

そ うし た中で 、今 の 企業の 情報 収集 という のに ついて も、 デー

タ把 握は 最重要 でご ざ います けど 、そ の内容 につ いて庁 議等 で共

有化 をさ れてお られ ま すか、 その 辺の 状況を 伺っ ておき たい と思

います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 企 業 進出の 動向 の情 報でご ざい ますが 、経 済部

各課 、経 済戦略 課、 商 工課、 農林 課な ども企 業の 動向に 関す る情

報を 収集 してい ると こ ろでご ざい ます 。部内 で共 有する 体制 を整

えて おり まして 、入 手 した情 報に 関し まして は、 市長、 副市 長に

報告の上、関係部局に共有をしているところでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 関 係部 局 で共有 して おる という 状況 下でご ざい ます

ので 、な かなか その 辺 のとこ ろが 見え てこな い。 私たち のと ころ

には うか がえな い部 分 がある わけ です が、そ うし た中で 、今 の委

員会 でも 説明が あり ま したけ ども 、４ 月１日 から 機構改 革を され



て企 業立 地課を 設け ら れると 。そ の意 図は何 です かと伺 いま した

ら、 企業 の立地 につ い ての、 それ を独 善的に 対応 してい くん だと

いう ふう な、言 葉が 適 切かど うか 知り ません けど も、そ うい う特

化を して 行って いく ん だとい う説 明が あった んで すが、 そう した

中で 、や はり企 業誘 致 という ふう にな れば、 企業 の誘致 、先 ほど

から あり ます地 場産 業 の動向 とい うの は十分 に把 握をし なが らデ

ータ 収集 をして いく 必 要があ ると 思い ますが 、や はりそ うい うふ

うな こと を鑑み れば 、 工業団 地を 整備 して、 企業 誘致を 私は すべ

きと 思っ ており ます が 、その 辺の とこ ろを伺 って おきた いと 思い

ます。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 地 場 産業の 動向 の把 握と工 業団 地の整 備と いう

こと につ いてで ござ い ますが 、企 業ニ ーズを 把握 する中 で、 企業

が希 望す るエリ アは か なり絞 られ てお ります 。エ リアご とに 検討

を行 い、 それぞ れの メ リット 、デ メリ ットを 上げ 、企業 やデ ィベ

ロッ パー などの 意見 や ニーズ を踏 まえ まして 、庁 内検討 会を 経て

次期産業用地を決定したいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 次 期産 業 用地を 決定 して いきた いと いうこ とな んで

すが 、通 告はし てお り ません けど 、答 えられ るか どうか 知り ませ

んけ れど も、関 連で 、 どのよ うな 状況 かまで 今、 庁内で は検 討さ

れておられるんでしょうか。答えられますか。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 繰 り 返しに なる 部分 もござ いま すが、 我々 のと

ころ に届 いてい るニ ー ズがご ざい ます 。それ らの ニーズ を把 握す



る中 で、 米子市 の中 で エリア をあ る程 度整理 しな がらそ の場 所を

絞り 込ん で、な おか つ 地勢的 に大 丈夫 かどう かと いうこ とに 関し

て庁内で検討していきたいというふうに考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 そ うい う ふうな 状況 かな という ふう に思い ます けど

も、 ちょ っと視 点を 変 えます けれ ども 、安来 市に 村田製 作所 が進

出さ れる という ふう に 伺って おり ます 。そう した 中で、 米子 の関

係者 の企 業さん から も いろい ろな 意見 をいた だき ました 。先 般も、

安来 市に おいて はそ れ ぞれの 、村 田製 作所の 関係 する下 請企 業さ

んも 活景 気に沸 いて お ります よと いう ような 意見 もいた だき まし

た。 安来 市さん にも 伺 いまし たら 、そ ういう ふう な状況 もか いま

見え ます よとい うよ う な意見 もい ただ いたん です けれど も、 やは

り製 造業 の進出 はイ ン パクト が強 い。 そうい うふ うな観 点か らい

けば 、本 市にお いて も そのよ うな 醸成 を私は 図っ ていく 必要 があ

るの では ないか と思 い ますが 、市 長の 見解を 伺い たいと 思い ます。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘の村 田製 作所 さんの よう な大規 模な 工場

の誘 致、 特に製 造業 の 誘致と いう こと は、雇 用の 創出に もも ちろ

んつ なが ります し、 税 収の増 にも つな がると いう ふうに 認識 をし

てお りま す。そ うい う 意味で は、 地域 経済の 活性 化への 期待 が非

常に 高い という こと も ありま すの で、 これら につ ながる 取組 がで

きるように努力をしていきたいというふうには思っております。

た だ、 その一 方で 、 今ある 既存 の事 業所と の間 で人材 の獲 得競

争が 生じ るとい うこ と も言わ れて おり まして 、そ うした 場合 、地

元企 業へ の影響 も避 け られな いと いう ことも 指摘 をされ てい る部



分で もご ざいま す。 ま た、工 場周 辺道 路での 交通 渋滞の 発生 です

とか 、あ るいは 万が 一 そうし た大 規模 工場が 撤退 をされ た場 合の

地域 経済 へのマ イナ ス の影響 など 、い ろいろ と懸 念点な ども ござ

います。

そ うし たメリ ット と デメリ ット を総 合的に 見極 めなが ら、 地域

とし まし て持続 可能 な 発展を 目指 した 企業誘 致、 これを 行っ てい

きたいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 メ リッ ト 、デメ リッ トを 検証し なが ら慎重 に対 応し

てい きた いとい うふ う な答弁 でな かっ たかな と思 います が、 やは

り都 市間 競争に 打ち 勝 つため には 、そ ういう こと も併合 しな がら、

私は 対応 すべき かな と いうふ うに 考え ておる わけ ですが 、そ こで

雇用 の創 出、や っぱ り 若者の 定住 化、 市政の 発展 の観点 から いけ

ば、 企業 誘致は 私は 必 須であ ろう とい うふう に考 えてお りま す。

まし てや 地場産 業の 育 成支援 は私 たち に求め られ ている 内容 かな

とい うふ うに思 うわ け ですけ れど も、 やはり そう いうふ うな こと

を鑑 みれ ば、や はり 早 急に工 業団 地を 整備さ れて 企業誘 致に 努め

られ るべ きでな いか と 思いま すが 、改 めて市 長の 見解を 伺っ てお

きたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 や はり エ リアご との 検討 という もの をまず 進め てい

きた いと 思って おり ま すし、 また 、そ れぞれ のメ リット やデ メリ

ット を上 げなが ら、 企 業や土 地開 発業 者など の意 見やニ ーズ を踏

まえ まし て、庁 内で 検 討会議 を経 て次 期産業 用地 を決定 して いき

たいと考えております。



○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 鳥 取市 な んかは 、レ ディ ーメー ドと いうよ うな 形で

工業 団地 を整備 され て 販売を され てお られる わけ ですけ れど も、

やは り今 、本市 には そ ういう ふう な産 業用地 はな いとい う答 弁で

あったというふうに思います。

私 も歩 いてみ ます け ど、今 の工 業団 地の中 身っ ていう のは 、工

業団 地の 形成を 成し て おらな いよ うな 状況下 なの かなと 私も 理解

する わけ ですけ れど も 、やは り先 ほど も申し 上げ ました よう に、

都市 間競 争にや っぱ り 打ち勝 つた めに も、一 つは 工業団 地の 整備

は、 私は 必須で あろ う という ふう に思 ってお りま す。工 業団 地に

関わ る他 市の状 況も 十 分に把 握し なが ら、他 市よ りも早 く情 報を

得て 、企 業用地 に私 は 努めら れる べき だとい うふ うに思 いま すけ

れど も、 改めて 、し つ こいよ うで すけ ど、市 長の 見解を 伺っ てお

きたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘のと おり 、や はり他 市に 先駆け て情 報収

集し て、 そして いち 早 く行動 して いく という こと は、企 業誘 致に

とっ て大 変重要 だと い うふう に私 ども も認識 をし ており ます 。そ

うい う意 味でも 、先 ほ ど申し 上げ たプ ロセス 、こ れをし っか りと

踏ま えて 、そし て早 く 次期産 業用 地を 決定し てい きたい と、 その

ように考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 ほど 来 から申 し上 げま すよう に、 やはり 企業 誘致

は、 私は 本市に とっ て 大きな 課題 とい います か、 大きな 施策 であ

ろう とい うふう に思 っ ており ます 。そ ういう ふう な観点 から いけ



ば、 本市 におけ る最 重 要施策 であ ろう という ふう に私は 思っ てお

りま すの で、そ うい う ふうな 観点 から いけば 、工 業団地 を早 急に

私は 整備 をされ るべ き だとい うふ うに 思いま すの で、強 くこ の辺

のと ころ の施策 展開 を 強く要 望し てお きたい とい うふう に思 いま

す。

次 に移 りたい と思 い ます。 どん ぐり 村につ いて 伺って みた いと

思い ます 。どん ぐり 村 につい ては 、施 設も老 朽化 が著し いと ころ

でご ざい ます。 今後 、 公が管 理運 営す べきで ない と私は 思料 して

おり ます けれど も、 民 間への 売却 スキ ームに つい て整備 すべ きじ

ゃないかと思いますが、見解を伺いたいと思います。

○岡田議長 山浦淀江支所長。

○山 浦淀 江支所 長 民 間への 売却 スキ ームの 整備 につい ての お尋

ねで ござ います 。公 共 施設の 適正 管理 の観点 から も、施 設の 売却

に向 けた 検討を 進め て いると ころ でご ざいま す。 また、 施設 の隣

接地 を鳥 取県が 所有 し ている こと もあ ります ので 、関係 機関 とも

調整を図りながら事務を進めてまいりたいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 事 務を 進 めてい きた いと いうふ うな 答弁で あっ たん

です が、 やはり どん ぐ り村に つい ては 、副市 長さ ん、今 のど んぐ

り村 の外 観を見 たら 、 もう相 当著 しい 。私は 今の 売却ス キー ムと

か、 そう いうも のは 早 急的に 進め てい かなけ れば ならな いと 思い

ます が、 事務方 トッ プ の副市 長さ んは どう考 えて おられ ます か。

ごめんなさい、通告せずに。

○岡田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 どん ぐ り村に つい てで ござい ます が、先 ほど 淀江



振興 本部 長のほ うか ら もお答 えし たと おりで あり ます。 地元 のほ

うで も御 活用の 意向 が ないと いう こと は市長 のほ うから もお 答え

した とお りであ りま す 。関係 する 鳥取 県、鳥 取県 の駐車 場と 一体

的に 造成 されて おり ま すので 、こ うい ったと ころ とも必 要な 協議

を重 ねな がら、 そも そ もどう いっ た利 活用が 可能 かとい うこ とも

少し 探っ てみる 必要 も あると 思っ てお ります けど も、い ずれ にし

ても 、地 元はお 使い に ならな いと いう ことで あり ますの で、 有効

活用 に向 けて、 売却 も 含めて 、事 務を できる だけ 早く進 めて まい

りたいと思っております。以上であります。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 般も 私 、上が って 再度 どんぐ り村 施設を 見さ せて

いた だき ました 。や は り外観 的に 本当 に、ど う言 い表せ ばい いか

知り ませ んけど 、老 朽 化が本 当に 著し い。そ うい うふう なこ とを

市の 施設 として 放置 し ていく のは いか がなも のか なと私 は思 って

おる とこ ろでご ざい ま す。そ うい う観 点から 副市 長さん にお 尋ね

した わけ ですけ ど、 や はり私 は、 今後 は売却 が進 まない 場合 であ

れば 更地 化をし て有 効 活用を 図っ てい くのも 一つ の観点 であ ろう

とい うふ うに考 えて お ります が、 その 辺の見 解は いかが でし ょう

か伺っておきたいと思います。

○岡田議長 山浦淀江支所長。

○山 浦淀 江支所 長 売 却が進 まな い場 合の撤 去に ついて のお 尋ね

でご ざい ますけ れど も 、売却 に至 らな い場合 には 、施設 の撤 去も

検討が必要になると考えております。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 皆 さん も 御承知 だと 思い ますけ ど、 外観的 に、 先ほ



ども 言い ました よう に 本当に 、ど う言 うのか な、 ふさわ しく ない

よう な状 況下で ござ い ます。 しか しな がら、 昨年 度まで 指定 管理

者が 一生 懸命頑 張っ て おられ たの は、 これも 一つ 評価し てい かな

けれ ばな りませ んけ れ ども、 やは り今 後は民 間に 売却す るな り、

それ が整 わなけ れば 更 地化を して 有効 活用を 図っ ていく のも 一つ

の視 点で あろう とい う ふうに 思い ます ので、 その 辺のス キー ムを

しっ かり と見極 めな が ら、見 定め なが ら方策 を検 討して いた だき

たいと、これは強く要望しておきたいと思います。

次 に、 中海架 橋の 整 備促進 につ いて 伺って みた いと思 いま す。

中海 架橋 は、代 表質 問 でもし まし たよ うに、 人流 、物流 、渋 滞緩

和に 大き く寄与 する と いうふ うに 考え ており ます 。同橋 の事 務推

進に つい ては、 中海 架 橋建設 連絡 協議 会の推 進が 不可欠 でご ざい

ます けれ ども、 その 辺 の状況 につ いて は、現 状は どのよ うな 状況

なのか伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 中海架 橋建 設連 絡協議 会に つきま して は、

平成 ６年 から毎 年開 催 されて おり まし たが、 平成 １３年 度以 降、

開催 され ていな い状 況 でござ いま す。 中海架 橋の 整備促 進を 図る

ため には 、同協 議会 を 再開す る必 要が ござい ます 。なお 、本 市と

安来 市で 構成い たし ま す中海 架橋 建設 米子市 ・安 来市連 絡会 を毎

年開 催し ており まし て 、その 中で 協議 会の再 開に ついて 、鳥 取・

島根 両県 知事に 継続 し て要望 を行 うこ とを確 認し ておる とこ ろで

ございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 平 成１ ３ 年度以 降か ら中 海架橋 建設 連絡協 議会 が開



催さ れて おられ ない と いう答 弁で あろ うとい うふ うに思 いま すが、

そう した 中で、 やは り 島根県 があ る程 度のキ ャス チング ボー トを

握っ てい るのか なと い うふう に理 解す るわけ です けれど も、 今の

島根県の対応状況について伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 島根県 の対 応状 況につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 安来市 が島 根 県に要 望し た回 答書で は、 中海・ 宍道 湖８

の字 ネッ トワー クの 整 備とし て、 境港 出雲道 路の 早期整 備、 安来

道路 の４ 車線化 及び 米 子－境 港間 の高 規格道 路の 早期事 業化 など

の推 進・ 検討が 進め ら れてお りま して 、中海 圏域 を取り 巻く 道路

事情 が大 きく変 化し て いるこ とか ら、 直ちに 協議 会を再 開す る状

況にはないとのことでございました。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 今 の取 り 巻く環 境が 、直 ちに会 議を 開く状 況で はな

いと いう 答弁で ござ い ました けど 、先 般も話 があ りまし たよ うに、

今、 米子 －境港 高規 格 道路は ３ル ート 帯を示 され ておら れま すけ

ども 、や はり内 浜産 業 道路帯 を整 備さ れて、 中海 架橋か らリ ンク

すれ ば、 すばら しい 都 市構造 にな るの かなと いう ふうに 私は 思う

わけ です けれど も、 そ うでは なく て、 なかな かそ の辺の とこ ろは

難し い面 がある 状況 下 でござ いま すけ れども 、や はり島 根県 と鳥

取県 、米 子市、 境港 市 が密に 連携 を取 られて 本事 業の推 進を 私は

積極 的に 図って いく べ きであ ろう かと いうふ うに 思いま すが 、改

めて見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の中 海 架橋の 建設 促進 につき まし ては、 本市 と安



来市 が互 いに連 携を し まして 、鳥 取・ 島根両 県知 事に対 して 、ま

ずは 中海 架橋建 設連 絡 協議会 が早 期に 再開さ れま すよう 引き 続き

努力しているということを確認しているところでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 こ の中 海 架橋も １０ 回ぐ らい私 これ で質問 する が、

なか なか 進まな い。 こ れも島 根県 の事 情があ るん でしょ うけ れど、

ある 程度 島根県 の以 西 の山陰 道も 整備 されて きた のかな とい うふ

うに 理解 をする んで す けれど も、 なか なか中 海架 橋の協 議の 場に

は立 たな いとい うの が 一つの 状況 にな ってお るわ けです けれ ども、

やは り私 は、中 海架 橋 につい ては 観光 振興な り経 済振興 、ま して

や避 難道 路につ いて の 有効活 用を 図っ ていけ ると いうよ うな 状況

から 考え れば、 やは り 中海架 橋、 私は 必須な 事業 である とい うふ

うに 思っ ており ます 。 やはり 、ぜ ひと もこれ から 関係機 関と 緊密

な状 況判 断をさ れて 中 海架橋 の実 現に 向けて 鋭意 努力し てい ただ

きたいと思います。これも強く要望しておきたいと思います。

次 に、 空き家 対策 に ついて 伺っ てみ たいと 思い ます。 本市 にお

ける空き家の現状について伺っていきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 本市に おき ます 空き家 の現 状につ いて のお

尋ね でご ざいま す。 本 市が令 和４ 年度 から令 和６ 年度に かけ て独

自に 実施 いたし まし た 空き家 実態 調査 では、 市内 に 4,２ ８ ９ 戸 の

空 き 家 を 確 認 し て お る と ころ でご ざい ます。 この うち９ 割の 空き

家は 目立 った損 傷が 認 められ ず、 利活 用や流 通の 可能性 がご ざい

ます が、 残りの １割 の 空き家 は、 管理 が十分 では なく、 何ら かの

修繕 や除 却が必 要で あ り、こ のう ち管 理不全 空家 が１１ 戸、 特定



空家が６４戸でございました。以上です。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 空 き家 が 約 4,３ ０ ０ 戸 あ る と の こ と で ご ざ い ま し た。

今の 特定 空家、 いろ い ろとあ るわ けで すけれ ども 、除却 が進 まな

い理 由と はどの よう に 分析評 価さ れて おられ ます か、そ の辺 を伺

っておきたいと思います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 除却が 進ま ない 理由に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。空き 家に つ きまし ては 、将 来的に 売却 する、 賃貸 する、

維持 管理 する、 解体 す るなど の方 法が 考えら れま すが、 令和 ５年

度に 空き 家所有 者に 対 して行 った アン ケート によ ります と、 今後

５年 以内 の意向 とし て 、売却 した いと いうの が３ ５％、 この まま

維持 管理 したい とい う のが２ ４％ 、解 体した いと いうの が１ ２％、

賃貸したいが６％でございました。

空 き家 の除却 が進 ん でいる か、 進ん でいな いか につい ては 、判

断は 難し いとこ ろで は ござい ます が、 解体意 向の ある所 有者 は少

なく 、そ のまま 売却 し たい、 維持 管理 したい とい う所有 者が 多い

と認識しておるところでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 分 析評 価 の中で は、 解体 意向の ある 方が少 ない とい

うふ うな 状況下 だっ た のかな と思 いま すけれ ども 、しか しな がら、

市民 から はこう いう ふ うな意 見も いた だきま した 。いわ ゆる 解体

の補 助に ついて 、特 定 空家に つい ては １４０ 万円 が補助 され てい

ます 。準 防火地 域に つ いては ４０ 万円 の補助 が設 けられ てお られ

る。 しか しなが ら、 そ の他の 空き 家に ついて は補 助がな い。 準防



火地 域に ある空 き家 に ついて は４ ０万 円補助 があ ります けど 、そ

の他 の空 き家は 補助 が ない。 同じ 空き 家であ って 、補助 が片 方は

４０ 万円 ありな がら 、 片方は ない とい うよう な、 いわゆ る不 合理

性が ある のはい かが な ものか なと いう ような 御意 見もい ただ きま

した 。そ のよう な状 況 下の中 で、 やは り空き 家の 補助を 拡大 する

ため にも 、境港 市さ ん は５か 年で キャ ンペー ンを 張られ てお られ

たん です が、私 は３ 年 間でも いい です のでキ ャン ペーン を張 られ

て、 準防 火地域 以外 の 空き家 につ いて も４０ 万円 の補助 をす ると

いう よう なキャ ンペ ー ンを張 って 除却 の促進 化を 図って いく とい

うよ うな 手段は 講じ ら れませ んか 、そ の辺の 見解 を伺っ てお きた

いと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 本 市に お きまし ては 、ま ず近隣 住民 の生活 環境 に悪

影響 を与 えてお りま す 特定空 家、 これ につい てし っかり とと いい

まし ょう か、補 助金 を 出して 解体 を促 すとい うこ とをや って おり

ます のと 、もう 一つ 、 議員御 指摘 のと おり、 災害 リスク が高 い準

防火 地域 の老朽 木造 空 き家の 除却 、こ れらを 所有 者に促 すこ とで

市民 の安 全と安 心の 確 保を図 って いる ところ でご ざいま す。 それ

以外 の空 き家に つき ま しては 、現 在の ところ 補助 制度に つい ては、

以前 検討 はして いた ん ですけ れど も、 今のと ころ 考えて いな いと

いう とこ ろでご ざい ま す。ど うい う補 助が有 効な のかと いう こと

につ きま しては よく よ く考え て、 今後 の空き 家対 策とい うも のに

生かしていきたいというふうに考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 ち ょっ と 視点を 変え ます けれど も、 先般、 田村 議員



と綾 部市 のほう を視 察 してま いり まし た。そ こで 、移住 定住 の施

策と して 空き家 バン ク を利用 して きた と。空 き家 バンク にき ちっ

と対 応し ながら 、綾 部 市と宅 建協 会と 各自治 会と 連携を 図り なが

ら空 き家 の解消 をし て きたと 。そ して もう一 つは 移住定 住、 ２つ

のテ ーマ が一挙 に解 消 してい くと いう ような 事業 もやっ てお られ

まし た。 やはり そう い うふう な一 つの 考え方 があ ります ので 、そ

の辺 の、 綾部市 の内 容 も今後 、研 究と いいま すか 、研究 を私 はし

てい ただ きたい とい う ふうに 思い ます 。市長 の今 の答弁 もあ りま

した けれ ども、 やは り 私はキ ャン ペー ン等を 張っ てでも 、空 き家

の除 却の 促進化 を図 っ ていく のも 一つ の方策 では ないか と思 いま

すの で、 改めて 研究 等 をして いた だき たいと 、こ れは要 望し てお

きたいと思います。

次 に、 学校体 育館 の エアコ ン設 置に ついて 伺っ てみた いと 思い

ます 。こ れは、 委員 会 等でも お話 があ りまし たけ れども 、改 めて

質問 して まいり たい と 思いま すが 、代 表質問 の答 弁の中 でも 、各

体育 館に もスポ ット ク ーラー を設 置し て対応 して いくと いう よう

な形 でご ざいま すが 、 やはり 近年 は猛 暑であ る体 育館で の児 童生

徒の 授業 は大変 であ り ます。 熱中 症が 危惧さ れる ところ であ りま

すが 、ま た体育 館は 災 害時の 避難 所に 指定さ れる ところ でご ざい

まし て、 それら を鑑 み れば、 早急 に、 年次的 に２ ０年間 のス パン

でや れる という ふう な 答弁で した けれ ども、 一挙 にする のは なか

なか 難し い面が あり ま すけれ ども 、そ の辺の 詳細 的な、 エア コン

を整備するという考え方の見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 学 校体 育 館の、 特に 改築 に合わ せた 空調整 備で ござ



いま すけ れども 、こ れ には多 額な 事業 費が見 込ま れると ころ でご

ざい ます ので、 財政 負 担の平 準化 と、 それか ら財 源確保 の観 点か

ら、 １年 に１施 設ご と の改築 を想 定し ており まし て、改 築に よる

学校 体育 館の整 備が 完 了する 時期 は、 現時点 では 令和２ ４年 度を

見込 んで いると ころ で ござい ます 。そ のため 、整 備の順 番が 回っ

てく るま での間 につ き まして は、 スポ ットク ーラ ーを導 入い たし

まし て環 境改善 を図 っ てまい る所 存で ござい ます 。これ らを 計画

的に 進め ていく ため に も、引 き続 き国 に対し て財 源のさ らな る拡

充を 強く 要望し なが ら 、可能 であ れば 整備期 間を 短縮で きる よう

努力してまいりたいと思います。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 市 長の 英 断に私 は敬 意を 表した いな という ふう に思

って おり ます。 やは り 令和２ ４年 度を 見込ん でお られま すけ れど、

やは りそ のスパ ンを 縮 めれば 縮め られ るほど 快適 な環境 が見 いだ

せる よう な状況 下に な ると思 いま すの で、そ の辺 のとこ ろを 十分

に研 究を してい ただ け ればな とい うふ うに思 いま すが、 そこ で、

財源 です けれど も、 国 の国土 強靱 化に おける ５か 年加速 対策 債を

含め て、 体育館 にエ ア コンを 整備 する という こと でござ いま すの

で、改めて市長の見解を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の体 育 館の改 修に 合わ せまし た空 調整備 につ きま

して は、 国の対 策に 伴 って財 源の 優遇 措置が 講じ られま す令 和１

５年 度ま での間 、集 中 的に取 り組 んで いく予 定と してお りま す。

また 、災 害の種 類や 発 生場所 に応 じま して空 調設 備を備 えた 体育

館を 避難 所とし て活 用 できる 体制 を整 えるた めに 、市内 全域 の地



理的 バラ ンスや 、あ る いは避 難所 とし ての適 性を 十分に 考慮 して

改修や改築を計画的に進めてまいりたいと考えております。

学 校体 育館へ の空 調 整備に つき まし ては、 約１ ２０億 円の 多額

の事 業費 が見込 まれ て おりま すの で、 引き続 き国 に対し まし て財

源の さら なる拡 充で す とか、 ある いは 十分な 配分 、これ を要 望い

たし まし て、ま た今 後 の財源 動向 です とか、 ある いは国 庫補 助金

の採 択状 況など 、こ れ を注視 しつ つ着 実に事 業を 推進し てま いり

たいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 着 実に 事 業を推 進さ れる という こと でござ いま すの

で、 本当 に私は 市長 が 英断さ れた のか なとい うふ うに思 いま すけ

ど、 やは り避難 所と し ても利 用さ れる わけで ござ います ので 、そ

うい うふ うな環 境改 善 の観点 から いけ ば、こ れは エアコ ンは 必須

でご ざい ますの で、 何 とぞ早 急に 対応 してい ただ きます よう に、

これも強く要望しておきたいと思います。

次 に、 身寄り のな い 高齢者 の支 援に ついて 質問 してま いり たい

とい うふ うに思 いま す 。本市 にお いて も身寄 りの ない高 齢者 の安

否確 認や 葬祭事 務の 対 応件数 は増 加の 一途だ とい うふう に伺 って

おり ます 。また 、身 寄 りのな い高 齢者 が直面 する 課題の 多く を、

主に ケア マネジ ャー な ど福祉 事業 者が 対応を 迫ら れるこ とが 多く、

福祉 事業 者の過 大な 負 担とな って いる とのこ とで ありま す。 公的

支援 が求 められ ると 判 断しま すが 、神 奈川県 の大 和市に おい ては、

人生 １０ ０年推 進課 を 設置及 び終 活コ ンシェ ルジ ュを配 置し 、対

応し てい るとの こと で ござい ます 。本 市のこ の問 題に係 る考 え方

を伺っておきたいと思います。



○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 身 寄り の ないお 年寄 りが 増えて いる という こと 、い

わゆ る身 寄り問 題で ご ざいま すけ れど も、本 市に おきま して は、

やは り優 先的に 取り 組 むべき 喫緊 の課 題であ ると いうふ うに 認識

をしております。

現 在、 行政と 多様 な 主体が 連携 をし まして 、総 合的な 支援 パッ

ケー ジを 提供す る実 証 事業を 行っ てお ります 。こ の事業 を通 じま

して 、地 域の多 様な 主 体との 新た な連 携協力 体制 の在り 方で すと

か、 他の 制度や 支援 機 関など への 情報 提供や つな ぎの手 法な ど、

本格 実施 に向け た課 題 を整理 して いく 予定と して おりま す。 今後

につ きま しては 、こ の 実証事 業で 得ら れた知 見を 基に、 本市 の実

情に 即し た実効 性の 高 い支援 体制 の構 築に取 り組 んでま いり ます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 答 弁で 、 支援体 制の 構築 をして いく んだと いう ふう

に答 弁が あった んで す が、そ こか ら次 の答弁 がな かなか 、質 問し

にく いわ けです けれ ど も、一 つ、 私の 視点で 質問 を改め てし てま

いりたいというふうに思います。

庁 内に 検討会 を設 置 してこ の問 題を 議論し てい るとい うふ うに

私、 仄聞 するわ けで す が、そ の状 況に ついて 伺っ ておき たい と思

います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 庁内検 討会 の状 況でご ざい ますが 、令 和６

年５ 月に 福祉保 健部 の ３課で 検討 会を 設置い たし まして 、昨 年１

１月 から は米子 市社 会 福祉協 議会 及び 西部後 見サ ポート セン ター

うえ るか むに加 わっ て いただ きま して 、米子 市身 寄りの ない 高齢



者等包括支援推進会議としたところでございます。

こ れま で、検 討会 に おける 現状 の課 題整理 等を 経まし て、 高齢

期の 独り 暮らし に役 立 つ情報 をま とめ ました 「米 子市高 齢者 のた

めの ひと り暮ら しあ ん しんガ イド 」を 作成し まし たほか 、本 市で

初め ての 取組で ござ い ました けれ ども 、シニ アの ための 人生 設計

フェ アを 開催す るな ど いたし まし て、 市民の 皆様 が御自 身の 将来

につ いて 主体的 に考 え ていた だけ るよ うに後 押し をする 取組 を推

進してきたところでございます。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 先 ほど 答 弁の中 で、 本市 におい て「 高齢者 のた めの

ひと り暮 らしあ んし ん ガイド 」を 作成 された とい うこと でご ざい

ますが、その辺の状況を伺っておきたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 「ひと り暮 らし あんし んガ イド」 につ いて

でご ざい ますが 、昨 年 １０月 に市 役所 各窓口 や市 内の公 民館 、地

域包 括支 援セン ター な どの関 係機 関で 配布い たし ました とこ ろ、

当初 用意 をしま した 3,０ ０ ０ 部 が 約 ２ か 月 で な く な り 増 刷 す るな

ど、 想定 を上回 る大 き な反響 をい ただ いてい ると ころで ござ いま

す。

地 域包 括支援 セン タ ーや地 域の 民生 委員さ んか らは、 見守 り訪

問の 際に 将来の 不安 や 暮らし の困 り事 を聞き 取る 対話の きっ かけ

とし て役 立って いる と の声を いた だい ている ほか 、地域 のサ ロン

活動 など におい ても 、 将来の 備え を促 すため の身 近なツ ール とし

て活 用が 進んで いる と 伺って おり ます 。今後 も、 内容の 充実 に向

けた 改定 を適宜 行う と ともに 、本 ガイ ドの継 続的 な周知 、配 布に



努めてまいりたいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 「 あん し んガイ ド」 につ いては 相当 な、よ かっ たな

とい うふ うな状 況下 で あった のか なと いうふ うに 私は理 解し たん

です が、 そこで 、身 寄 りのな い高 齢者 の支援 につ いては 、国 にお

いて も、 身寄り のな い 高齢者 等安 心サ ポート 事業 、いわ ゆる 国の

モデ ル事 業、令 和７ 年 ９月、 補正 予算 対応さ れた んです が、 実施

をさ れて おり、 本市 と しても 、こ の問 題につ いて 喫緊に 対応 すべ

きだ とい うふう に思 い ますが 、先 ほど 答弁が あり ました けれ ども、

改め てそ の方向 性に つ いて市 長の 見解 を伺っ てお きたい と思 いま

す。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れは 、 先ほど 少し 答弁 いたし まし たけれ ども 、こ

の問 題に つきま して は 行政が 中心 とな って取 り組 んでい く必 要が

ある とい うふう に考 え てござ いま す。 そこで 、本 市にお きま して

は、 国の モデル 事業 を 活用し まし て、 昨年１ １月 より開 始し た実

証事 業を はじめ 課題 解 決に向 けた 関連 施策の 実施 に取り 組ん でい

ると ころ でござ いま し て、そ の内 容に つきま して は、先 ほど 部長

から 答弁 があっ たと お りでご ざい ます 。いず れに いたし まし ても、

本市 とし まして この 問 題をし っか りと 取り組 んで 、でき る限 りの

課題解決に向けて動いてまいりたいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 課 題解 決 に向け て一 生懸 命取り 組み たいと いう ふう

な答 弁だ ったん です が 、やは り本 市に おいて も「 私の人 生手 帳」

を作 成し 、本案 件に 取 り組ん でい ると 仄聞す るわ けです けれ ども、



本案 件に ついて は終 活 におけ る最 重要 課題と 私は 認識し てお りま

す。 本市 におい ても 、 本案件 につ いて 多角的 に検 討し、 先進 事例

を参 考と し、事 務体 制 のいわ ゆる 強化 、拡充 を私 はする べき では

ない かと 思いま すが 、 改めて 市長 の見 解を伺 って おきた いと 思い

ます。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 身 寄り の ない高 齢者 の支 援をは じめ としま す終 活関

連施 策に つきま して は 、今後 も高 齢者 数の増 加が 見込ま れま すの

で、 本市 にとり まし て は一層 重要 な課 題にな ると いうふ うに 認識

をし てお ります 。し た がいま して 、既 存の福 祉資 源です とか 、あ

るい は制 度の活 用を は じめ、 官民 連携 により ます 新たな 社会 資源

の創 出な ど、総 合的 か つ多角 的な 取組 を推進 して いく必 要が ある

と考 えて おりま す。 そ の取組 の一 環と しまし て、 現在、 既存 のエ

ンデ ィン グノー トの 内 容を見 直し まし て、本 市オ リジナ ルの エン

ディ ング ノート 「私 の 人生手 帳」 の作 成に取 り組 むなど して おり

ます 。今 後、こ れら の 多岐に わた る施 策を着 実に 遂行し てい くた

めに適切な事務体制を整備してまいりたいと考えております。

○岡田議長 戸田議員。

○戸 田議 員 本 案件 に ついて は、 社会 的問題 と私 は思料 して おり

ます 。身 寄りの ない 高 齢者に つい て公 的支援 の拡 充が求 めら れて

おり 、本 市にお いて も 喫緊に 課題 解決 に対応 され るよう に要 望し

てお きた いと思 いま す 。市長 から も前 向きな 答弁 をいた だき まし

たので、私は了としたいと思います。

こ れで 質問を 終わ り ますけ れど も、 この質 問で 終わり にな りま

す。 本当 に皆さ ん方 に は１２ 年間 お世 話にな りま した。 あり がと



うございました。

当 局に ついて は、 市 民目線 での 施策 を講じ られ るよう に強 く要

望し てお きたい と思 い ます。 本当 にあ りがと うご ざいま した 。あ

りがとうございました。


